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開催記念 特別鼎談

シンガポール国立大学
University and Global Relations 担当

アンドリュー・ウィー 副学長 

九州大学 副理事（学生支援、男女共同参画担当）

玉田 薫 副理事

九州大学 副理事（国際、留学生センター担当）

渡邊 公一郎 副理事（現 副学長）

これからの大学に求められるもの

QS-APPLE2019国際会議を
九州大学がホスト校として日本初開催！！

グローバルキャンパスの時代

芸術工学部の改組

2020年、芸術工学部は
新しいデザイン教育をスタートします！
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◎お読みになってのご感想やご意見をお待
ちしています。
◎本誌記事を転載する場合は、事前に九州
大学広報室までご連絡願います。

◎「九大広報」は九州大学Webサイトでもお
読みいただくことができます。

◎次号は、2020年4月発行予定です。

留学生体験記
世界のキャンパス

「縄文時代の博多湾の自然貝類」

　2019（令和元）年10月19日（土）、「九州大学アカデ
ミックフェスティバル」は同窓生や在学生保護者の方々、
高校生や地域のみなさんなど約1800人の来場者でに
ぎわいました。
　「アカデミックフェスティバル」は、九州大学を支えてく
ださっている方々に感謝する集いであり、九大の今を楽
しく知っていただく全世代向けオープンキャンパスです。
　メインイベントのトークショーは「福岡はすごい　九州
はすごい　夢とイノベーションの九大へようこそ」と題し
て、『福岡はすごい』の著者で国際ジャーナリストの牧野
洋さんをメインゲストに迎えました。坂本剛さん（ベン
チャーキャピタリスト）、安達千波矢主幹教授、熊野正樹
准教授（九大起業部顧問）、飯塚統さん（学生で起業）、
貞松咲月さん（学生代表）と躍動感あふれる顔ぶれで、
福岡、九州、そして、九州大学の大きな可能性を再発見
する時間となりました。
　「ホームカミングデー交歓会」、「世界に羽ばたく高校
生の成果発表会」「九州大学女性優秀研究者賞（伊藤
早苗賞）表彰」、「九大女子卒業生に聞く！　キャリア講演
会」、「伊都キャンパス＆中央図書館ツアー」、「チャレン
ジ＆クリエイション」、そして、同時開催した「農学部100
周年記念イベント」「工学部在学生保護者のための
オープンキャンパス」、ご参加、ご協力いただいたみなさ
ん、ありがとうございました。今年もぜひ九州大学の今を
感じにいらしてください。

「2020年、芸術工学部は
新しいデザイン教育をスタートします！」

グローバルキャンパスの時代

03QS-APPLE 2019
REPORT

QS-APPLE2019国際会議を
九州大学がホスト校として日本初開催！！

「これからの大学に
求められるもの」

芸術工学部の改組

「アカデミックフェスティバル2019＆ホームカミングデー」を開催！

九州大学 副理事（学生支援、男女共同参画担当）

玉田 薫 副理事
九州大学 副理事（国際、留学生センター担当）

渡邊 公一郎 副理事（現 副学長）

シンガポール国立大学 University and Global Relations 担当

アンドリュー・ウィー 副学長

〈追悼〉中村哲特別主幹教授ご逝去によせて

　2020年最初の発刊となる今号は、昨年11月に行われた「QS-APPLE2019」特集です。九大が日本で初めてホス
ト校として名乗りを上げ、世界の教育に関する最新情報や取り組みを共有する場として過去最大規模のイベントと
なりました。中でも、世界の大学ランキング上位に位置するシンガポール国立大学の副学長をお招きした鼎談企画
では、魅力的な大学像について前向きな意見交換を行いました。
　第2特集は、2020年度から改組がなされ、新たな教育をスタートする芸術工学部のご紹介。他学部との連携はも
ちろん、学内を飛び出し社会とも連携し、「融合」「拡張」していくデザインの取り組み内容をお楽しみください。
　今号の表紙では、そんな様々な「つながり」をメインテーマにデザイン。世界地図をメインビジュアルにし、世界と
“つながる”九大のグローバルさを表現しました。また背景に並ぶシナプスは、学部間連携・実社会連携などの“つな
がり”を表現。新たに改組される芸術工学部の学部色を基調にしました。

［ 表紙について ］
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QS-APPLE
2019
REPORT

QS-APPLE2019
国際会議を
九州大学がホスト校として
日本初開催！！

ま
し
た
。

　
ま
た
、同
時
に
開
催
さ
れ
た
展
示
会
で

は
80
を
超
え
る
教
育
機
関
が
出
展
し
、中

で
も
「Study in Japan

日
本
合
同
ブ
ー

ス
」に
は
、ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
大
学

（
S
G
U
）創
成
支
援
事
業
※
2
採
択
大
学

を
中
心
と
す
る
14
大
学
が
参
加
し
、海
外

の
高
等
教
育
機
関
と
交
流
を
深
め
ま
し

た
。さ
ら
に
、見
ど
こ
ろ
の
一
つ
と
し
て
、

S
G
U
校
を
一
同
に
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
し
た

S
G
U
パ
ネ
ル
を
設
置
。ロ
ゴ
の
蝶
を
配

し
た
パ
ネ
ル
の
前
で
記
念
撮
影
も
お
楽
し

み
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
回
の
会
議
は
多
く
の
教
職
員
、学
生

が
一
丸
と
な
っ
て
運
営
に
あ
た
り
ま
し

た
。

　
屏
風
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
和
テ
イ
ス
ト
の

デ
ザ
イ
ン
で
統
一
さ
れ
た
日
本
合
同
ブ
ー

ス
は
本
学
芸
術
工
学
府
の
学
生
ら
に
よ
る

も
の
。受
付
、ブ
ー
ス
、ツ
ア
ー
な
ど
で
も

30
名
以
上
の
学
生
が
「
学
生
ヘ
ル
パ
ー
」

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　
本
学
が
ホ
ス
ト
の
役
割
を
担
っ
た
本
会

議
が
成
功
裏
に
終
わ
り
、本
学
の
国
際
プ

レ
ゼ
ン
ス
向
上
の
一
助
と
な
り
ま
し
た
。

四
次
産
業
革
命
と
高
齢
化
社
会

–
変
わ
り
ゆ
く
大
学
の
役
割
」を

テ
ー
マ
に
総
会
や
分
科
会
を
通
し
て
各
国

の
高
等
教
育
事
情
に
関
す
る
最
新
情
報
、

成
功
例
や
新
規
の
取
組
の
共
有
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　
初
日
の
26
日
（
火
）は
、高
等
教
育
が
直

面
し
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
大
学
教
員
と

学
生
が
討
論
す
る
「
Q
S
ス
ク
エ
ア
ド
・

デ
ィ
ベ
ー
ト
」で
幕
を
開
け
ま
し
た
。本
学

か
ら
は
経
済
学
研
究
院
の
髙
田
仁
教
授
と

農
学
部
４
年
生
の
北
川
夏
子
さ
ん
が
登
壇

し
、「
高
齢
化
社
会
、ポ
ス
ト
産
業
革
命
４
．

0
に
お
い
て
大
学
は
妥
当
性
を
維
持
で
き

る
か
」を
テ
ー
マ
に
熱
論
を
交
わ
し
、会
場

を
大
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。

　
午
後
の
総
会
は
、文
部
科
学
審
議
官
の

芦
立
訓
氏
、福
岡
県
副
知
事
の
服
部
誠
太

郎
氏
、福
岡
市
副
市
長
の
中
村
英
一
氏
に

よ
る
来
賓
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。続
い

て
「
新
国
富
指
標
」の
提
唱
者
の
ひ
と
り

と
し
て
国
際
的
に
著
名
な
馬
奈
木
俊
介
主

幹
教
授
（
工
学
研
究
院
）に
よ
る
、「
高
齢

化
社
会
に
お
け
る
持
続
可
能
性
に
向
け
た

取
組
み
」に
つ
い
て
の
基
調
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
博

多
に
て
行
わ
れ
た
各
種
賞
の
授
賞
式
に
お

い
て
、本
学
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
部
門
で
銅

賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
2
日
目
、27
日
（
水
）の
総
会
の
一
つ
で

あ
る
「
Q
S
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
」で
は
、民
間

企
業
の
代
表
者
と
大
学
の
代
表
者
の
二
手

に
分
か
れ
、「
雇
用
者
は
明
日
の
大
学
卒
業

生
に
何
を
求
め
る
か
、ま
た
大
学
は
明
日

の
雇
用
者
が
何
を
欲
し
て
い
る
と
思
う

か
」と
い
う
問
い
を
め
ぐ
り
異
業
種
間
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
学
サ
イ
ド
か
ら
は
、マ
ヒ
ド
ン
大
学

（
タ
イ
）な
ら
び
に
ナ
ン
ヤ
ン
工
科
大
学

（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）の
教
員
が
、企
業
サ
イ

ド
か
ら
は
、中
山
あ
や
こ
氏
（
三
井
物
産

人
事
総
務
部
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
推
進

室
長
）、そ
し
て
、長
年
ト
ヨ
タ
自
動
車
で

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
開
発
に
携
わ
り
、現

在
はHyW

ealth

代
表
取
締
役
を
務
め
る

広
瀬
雄
彦
氏
が
登
壇
し
、白
熱
し
た
議
論

を
展
開
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
で
あ
る
28
日
（
木
）は
、前
日
に

発
表
さ
れ
た
ば
か
り
の
Q
S
ア
ジ
ア
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
を
題
材
と
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
行
わ
れ
た
後
、本
学
卒
業
生

で
J
A
X
A
理
事
の
若
田
光
一
氏
が
、本

会
議
史
上
初
の
宇
宙
飛
行
士
登
壇
と
し
て

話
題
を
さ
ら
い
ま
し
た
。閉
会
後
、約

1
3
0
名
の
方
々
が
本
学
伊
都
キ
ャ
ン
パ

ス
の
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
に
出
発
。4

コ
ー
ス
に
分
か
れ
、水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究

セ
ン
タ
ー
、中
央
図
書
館
、石
ヶ
原
古
墳
跡

展
望
展
示
室
、銘
板
前
な
ど
を
見
学
し
、最

後
は
二
見
ヶ
浦
の
夕
日
を
見
な
が
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　
総
会
に
加
え
、3
日
間
を
通
し
て
行
わ

れ
た
分
科
会
で
は
、大
学
の
国
際
化
、大
学

の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、卒
業
生
の
就
業
力

と
い
っ
た
５
つ
の
中
心
テ
ー
マ
に
基
づ

き
、80
近
い
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。本
学

か
ら
はQ

S-A
PPLE

事
務
局
長
で
も
あ

る
緒
方
一
夫
副
学
長
、佐
々
木
一
成
副
学

長
、萩
島
理
教
授（
総
合
理
工
学
研
究
院
）、

E
・
ビ
ッ
カ
ー
ズ
教
授
（
人
間
環
境
学
研

究
院
）が
登
壇
し
、本
学
の
最
新
の
取
組
を

世
界
中
の
大
学
関
係
者
に
向
け
て
発
信
し

2019年11月26日（火）～28日（木）に、
福岡国際会議場をメイン会場として、第15回QS-APPLE 2019※1を開催。
九州大学が日本で初めてホスト校として名乗りを上げた本会議は
世界約40カ国からの参加登録が700名を超え、過去最大規模となりました。

Quacquarelli Symonds - Asia-Pacific Professional 
Leaders in Education Conference and Exhibition
の略称で、イギリスのQS社が主催するアジア
太平洋地域の大学関係者が集う国際会議、
および大学アピールのためのエキジビション
です。

文部科学省では、世界トップレベルの大学と
の交流・連携を実現、加速するための新たな
取組や、人事・教務システムの改革、学生のグ
ローバル対応力育成のための体制強化など、
国際化を徹底して進める大学を重点支援する
ため、2014年から「スーパーグローバル大学
創成支援事業」を実施しており、本学はタイプ
A（トップ型）に採択されました。

※2 スーパーグローバル大学（SGU）創成支援事業

※1 QS-APPLEとは 「
第
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術
産
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、N
U
S
の

学
生
の
目
に
魅
力
的
な
留
学
先
と
映
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

玉
田
　
交
換
留
学
を
し
た
学
生
は
双
方
の

大
学
の
発
展
や
国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
い

う
意
味
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す

ね
。ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
も
含
め
て
、御
校

と
は
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

学
年
が
巣
立
ち
ま
し
た
。半
数
が
留
学
生

で
、70
カ
国
か
ら
学
び
に
来
て
い
ま
す
。

エ
ー
ル
大
学
と
協
働
し
て
、Yale-N

U
S

に

お
い
て
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
実
は
N
U
S 

に
も
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の

よ
う
な
学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、寄

宿
制College

4
ヶ
所
とYale-N

US College

に
加
え
、大
学
院
生
の
学
生
寮
、留
学
生
と

地
元
学
生
が
交
流
で
き
る
施
設
が
あ
り
ま

す
。

玉
田
　Yale-N

US College

の
始
ま
り
は
ど

の
よ
う
に
？

A
W  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
教
養
課
程
の

大
学
が
な
か
っ
た
た
め
、先
ず
は
ア
メ
リ

カ
の
教
養
課
程
大
学
と
交
流
を
始
め
ま
し

た
。そ
う
す
る
う
ち
に
、N
U
S
の
前
学
長

と
エ
ー
ル
大
学
の
当
時
の
学
長
の
歩
み
よ

り
で
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
す
。

玉
田
　
最
近
は
教
養
課
程
が
重
視
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、当
時
は
ど
う
で
し
た

か
？

渡
邊
　
サ
ミ
ッ
ト
で
大
学
の
取
組
を
世
界

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、大
学
の
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
R
M
）の

視
点
か
ら
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

A
W
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。

渡
邊
　
サ
ミ
ッ
ト
会
場
か
ら
は
少
し
距
離

が
あ
り
ま
す
が
、九
州
大
学
の
伊
都
キ
ャ

ン
パ
ス
は
日
本
最
大
規
模
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、10
年
以
上
か
け
て
昨
年
完
成
し
た
ば

か
り
で
す
。

玉
田
　
科
学
技
術
交
流
で
伊
都
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、今
回
も
行
か

れ
ま
す
か
？

A
W
　
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し

た
。今
回
も
ぜ
ひ
訪
問
し
た
い
で
す
。

渡
邊
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
早
速
で
す
が
、N
U
S
の
魅
力
を
伺
え

な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
W
　
私
ど
も
は
国
際
都
市
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
立
地
し
て
お
り
、教
職
員
の
大
半
が

優
秀
な
外
国
人
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

渡
邊
　
N
U
S
で
は
「Yale-NUS College

」

の
立
上
げ
に
よ
り
国
際
化
が
加
速
さ
れ
た

そ
う
で
す
ね
。海
外
の
大
学
と
協
働
で
教

育
を
提
供
す
る
場
合
、教
育
制
度
の
違
い

等
の
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

A
W
　Yale-NUS College

で
は
、2
0
1
3

年
の
第
1
期
生
受
入
れ
以
来
、す
で
に
3

ア
は
多
く
が
留
学
経
験
者
で
す
か
ら
、日

本
人
学
生
に
海
外
留
学
を
体
験
さ
せ
て
興

味
を
持
た
せ
る
こ
と
も
一
案
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

渡
邊
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
高
等
教
育
に

お
け
る
、国
や
N
U
S
の
取
組
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。私
は
長
年
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

九
州
大
学
で
は
協
働
し
て
学
位
を
出
し
た

り
、国
際
社
会
で
の
通
用
性
を
教
え
た
り
、

限
ら
れ
た
修
学
年
数
で
多
く
を
教
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
、様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。

A
W
　
2
0
0
6
年
以
前
は
国
立
大
学

だ
っ
た
た
め
、全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
の
承
認
が
必
要
で
し
た
。以

降
は
独
立
し
た
の
で
、政
府
の
承
認
は
不

要
と
な
り
、今
は
学
内
で
評
議
会
の
承
認

を
受
け
て
い
ま
す
。ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
が

監
督
し
学
内
評
議
会
が
決
定
す
る
た

め
、外
部
の
承
認
は
不
要
で
す
。課
題

は
、必
要
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る

も
の
の
、プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
ま
で
結
果
が

見
え
な
い
と
い
う
点
で
す
ね
。

渡
邊
　
私
は
若
い
頃
に
イ
ン
ド
で
１
年
ほ

ど
、ヒ
マ
ラ
ヤ
地
質
学
を
学
び
ま
し
た
。異

な
る
環
境
で
様
々
な
経
験
を
す
る
と
、視

野
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。で
す
の
で
、在

学
中
の
海
外
経
験
は
九
州
大
学
で
も
重
視

し
て
い
ま
す
。政
府
は
「
ト
ビ
タ
テ
」と
い

う
奨
学
金
制
度
を
2
0
1
4
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
し
、企
業
か
ら
の
支
援

も
あ
り
ま
す
。本
学
で
は
約
1
5
0
人
が

ト
ビ
タ
テ
奨
学
生
で
す
。N
U
S
で
は
在

学
中
の
留
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
か
？ 

A
W
　
海
外
留
学
は
学
生
に
と
っ
て
有
益

で
す
か
ら
、必
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
勧

め
て
い
ま
す
。九
州
大
学
と
の
交
換
留
学

制
度
で
は
、1
学
期
間
の
留
学
で
得
た
単

位
を
認
定
し
て
い
ま
す
し
、夏
季
短
期
留

学
も
あ
り
ま
す
。N
U
S
で
は
学
生
全

員
の
留
学
を
目
標
に
、低
所
得
層
の
学

生
の
た
め
の
予
算
も
し
っ
か
り
確
保
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
・カ
レ
ッ
ジ
と

い
う
起
業
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
最
長
1
年
間
、海
外
の
12
地
域
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経

験
し
、帰
国
後
に
起
業
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。現
在
は
3
0
0
人
で
、目
標

は
6
0
0
人
で
す
。学
部
生
対
象
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、工
学

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
学

生
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
他
の
国
で
1
学
期

以
上
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
ま
す
。

渡
邊
　
N
U
S
は
交
換
留
学
先
と
し
て
人

気
が
あ
り
、九
州
大
学
か
ら
は
6
年
間
で
27

名
が
留
学
し
て
い
ま
す
。N
U
S
の
学
生
に

も
九
大
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
S
I
J
（Sum

m
er in 

Japan

）に
も
今
年
は
5
名
の
学
生
が
来
て

い
ま
す
の
で
、嬉
し
い
で
す
ね
。大
学
と
し

て
は
双
方
向
で
の
交
流
が
理
想
で
す
か
ら
。

と
こ
ろ
で
、日
本
の
大
学
は
ど
う
し
た
ら

魅
力
的
な
留
学
先
に
な
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

A
W  
日
本
は
す
で
に
留
学
先
と
し
て
人

気
が
あ
り
ま
す
よ
。日
本
の
大
学
の
魅
力

は
文
化
と
高
度
な
技
術
で
す
か
ら
、そ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
誇
る
大
学
で
あ
れ

ば
、多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

渡
邊
　
本
校
は
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
文
化

と
技
術
の
統
合
を
目
指
し
て
い
ま
す
。九

州
北
部
に
は
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
等
の
技

シンガポール国立大学（National University of Singapore: NUS）
1905年に設立の国立総合大学。Kent Ridge、Bukit Timah、Outramの3つ
のキャンパスに17の学部があり、29もの研究機関を有する。海外大学との
連携にも積極的で、交換留学やダブルディグリープログラムなどが盛んに
行われている。今年の「QS World University Rankings」では、グローバル
で11位、そしてアジア地域では1位の大学にランク付けされた。

これからの大学に
求められるもの

大
学
に
見
る

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
の
か
た
ち

キ
ャ
ン
パ
ス
の

グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
図
る

特集1

日本初となる大学サミットQS-APPLE2019
が、2019年11月26日から28日まで開催され、
九州大学はホスト校を務めました。サミットで
は、QSランキング上位のシンガポール国立大
学のウィー副学長をお迎えし、渡邊副理事や
玉田副理事とより魅力的な大学像について前
向きな意見を交わしました。
※QS-APPLE (QS Asia Pacific Professional Leaders in 
Education)とは、イギリスの大学評価機関クアクアレ
リ・シモンズが主催する国際会議のひとつです。

この対談は、２０１９年11月27日、福岡国際会議場で行わ
れました。役職は鼎談当時のものとなります。

九州大学
（国際、留学生センター担当）

渡邊 公一郎 副理事

シンガポール国立大学
（University and
Global Relations 担当）

アンドリュー・ウィー
副学長 
グラフェンをはじめとする二次元材
料、放射光計測などを専門とする固
体表面物理、ナノサイエンスの著名
な研究者。ACS Nanoのアソシエイ
トエディターでもある。

地球資源科学や地質学等の様々
な専門的研究に携わる。地質調査
法や鉱物学の指導にも高い評価を
得ている。留学生センター・セン
ター長。

九州大学
（学生支援、男女共同参画担当）

玉田 薫 副理事
専門は表面科学やナノサイエンス
等。本学で女性２人目の主幹教授。
海外での研究経験を生かし、副理
事の重責にも精力的に取り組む。

い
ま
す
。

A
W  

交
換
留
学
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

繋
が
り
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。N
U
S
で
は
卒
業
後
20
年
は
学
び
直

し
の
た
め
の
コ
ー
ス
に
登
録
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

渡
邊
　
玉
田
先
生
は
N
U
S
で
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
さ
ん
と
の
ご
縁
が
今
も
続
い
て
い

る
の
で
す
よ
ね
。

玉
田
　
N
U
S
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
に
お
会
い
し
、と
も
に

学
生
を
指
導
し
ま
し
た
。そ
の
学
生
が
博

士
課
程
で
日
本
に
留
学
し
、私
が
本
学
で

教
鞭
を
執
っ
て
か
ら
も
、N
U
S
と
九
大

と
で
若
い
教
授
陣
を
交
換
派
遣
し
て
い
ま

す
。

A
W  

玉
田
先
生
は
N
U
S
と
九
大
の
架

け
橋
で
す
ね
。

渡
邊
　
素
晴
ら
し
い
ご
縁
で
す
ね
。

　
で
は
、こ
れ
か
ら
留
学
す
る
学
生
に
向

け
て
一
言
お
願
い
で
き
ま
す
か
。

A
W  

私
自
身
も
18
歳
の
時
、イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
ま
し
た
。留
学
す
る
と
異
な
る
文

化
や
習
慣
の
中
で
自
立
す
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。留
学
先
で
の
経
験
は
、全
て
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
の
礎
に
な
る
と
思
う
の
で
、日

本
の
学
生
に
も
海
外
で
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
。

玉
田
　
海
の
外
に
出
て
初
め
て
世
界
の
広

さ
や
文
化
の
違
い
が
実
感
で
き
る
と
思
い

ま
す
。お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、海
外
留
学
は

成
長
の
た
め
の
最
良
の
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。

渡
邊
　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
、本
日
は
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ど
う
ぞ
福
岡
で
有

意
義
な
時
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

A
W
　
当
時
は
専
門
性
が
高
く
、ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・シ
ン
キ
ン
グ
が
で
き
る
人
材
の
育

成
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

最
近
で
は
、専
門
教
育
よ
り
コ
ア
ス
キ
ル
の

教
育
を
重
視
す
る
向
き
が
強
い
た
め
、教
養

課
程
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

玉
田
　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
が
進
む
こ

と
で
生
じ
る
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

A
W
　
大
学
院
で
は
留
学
生
が
多
く
、同

じ
出
身
国
同
士
で
集
ま
っ
て
し
ま
う
た

め
、彼
ら
が
地
元
の
学
生
と
交
流
で
き
る

よ
う
に
、例
え
ば
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
た

り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、交
流

を
深
め
ら
れ
る
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
も
登

録
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

渡
邊
　
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
は
本
学
で
も
あ

る
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
興
味
を
示
す

日
本
人
学
生
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

A
W
　
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

グローバルキャンパスの時代

開催記念 特別鼎談

鼎談後に、若山理事と共に記念撮影

05K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 2 0 . 0 106 K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 2 0 . 0 1



術
産
業
も
あ
り
ま
す
の
で
、N
U
S
の

学
生
の
目
に
魅
力
的
な
留
学
先
と
映
れ
ば

嬉
し
い
で
す
。

玉
田
　
交
換
留
学
を
し
た
学
生
は
双
方
の

大
学
の
発
展
や
国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
い

う
意
味
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す

ね
。ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー
も
含
め
て
、御
校

と
は
関
係
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

学
年
が
巣
立
ち
ま
し
た
。半
数
が
留
学
生

で
、70
カ
国
か
ら
学
び
に
来
て
い
ま
す
。

エ
ー
ル
大
学
と
協
働
し
て
、Yale-N

U
S

に

お
い
て
独
自
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
実
は
N
U
S 

に
も
伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の

よ
う
な
学
園
都
市
キ
ャ
ン
パ
ス
が
あ
り
、寄

宿
制College

4
ヶ
所
とYale-N

US College

に
加
え
、大
学
院
生
の
学
生
寮
、留
学
生
と

地
元
学
生
が
交
流
で
き
る
施
設
が
あ
り
ま

す
。

玉
田
　Yale-N

US College

の
始
ま
り
は
ど

の
よ
う
に
？

A
W  

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
は
教
養
課
程
の

大
学
が
な
か
っ
た
た
め
、先
ず
は
ア
メ
リ

カ
の
教
養
課
程
大
学
と
交
流
を
始
め
ま
し

た
。そ
う
す
る
う
ち
に
、N
U
S
の
前
学
長

と
エ
ー
ル
大
学
の
当
時
の
学
長
の
歩
み
よ

り
で
設
立
の
運
び
と
な
っ
た
の
で
す
。

玉
田
　
最
近
は
教
養
課
程
が
重
視
さ
れ
て

き
て
い
ま
す
が
、当
時
は
ど
う
で
し
た

か
？

渡
邊
　
サ
ミ
ッ
ト
で
大
学
の
取
組
を
世
界

に
発
信
し
て
い
く
こ
と
は
、大
学
の
レ
ピ
ュ

テ
ー
シ
ョ
ン
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
R
M
）の

視
点
か
ら
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

A
W
　
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す
。

渡
邊
　
サ
ミ
ッ
ト
会
場
か
ら
は
少
し
距
離

が
あ
り
ま
す
が
、九
州
大
学
の
伊
都
キ
ャ

ン
パ
ス
は
日
本
最
大
規
模
の
キ
ャ
ン
パ
ス

で
、10
年
以
上
か
け
て
昨
年
完
成
し
た
ば

か
り
で
す
。

玉
田
　
科
学
技
術
交
流
で
伊
都
キ
ャ
ン
パ

ス
へ
ご
一
緒
し
ま
し
た
が
、今
回
も
行
か

れ
ま
す
か
？

A
W
　
素
晴
ら
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
で
し

た
。今
回
も
ぜ
ひ
訪
問
し
た
い
で
す
。

渡
邊
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
早
速
で
す
が
、N
U
S
の
魅
力
を
伺
え

な
い
で
し
ょ
う
か
？

A
W
　
私
ど
も
は
国
際
都
市
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
に
立
地
し
て
お
り
、教
職
員
の
大
半
が

優
秀
な
外
国
人
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。

渡
邊
　
N
U
S
で
は
「Yale-NUS College

」

の
立
上
げ
に
よ
り
国
際
化
が
加
速
さ
れ
た

そ
う
で
す
ね
。海
外
の
大
学
と
協
働
で
教

育
を
提
供
す
る
場
合
、教
育
制
度
の
違
い

等
の
課
題
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

A
W
　Yale-NUS College

で
は
、2
0
1
3

年
の
第
1
期
生
受
入
れ
以
来
、す
で
に
3

ア
は
多
く
が
留
学
経
験
者
で
す
か
ら
、日

本
人
学
生
に
海
外
留
学
を
体
験
さ
せ
て
興

味
を
持
た
せ
る
こ
と
も
一
案
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

渡
邊
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
の
高
等
教
育
に

お
け
る
、国
や
N
U
S
の
取
組
に
つ
い
て
教

え
て
く
だ
さ
い
。私
は
長
年
ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ

リ
ー
の
開
発
に
携
わ
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

九
州
大
学
で
は
協
働
し
て
学
位
を
出
し
た

り
、国
際
社
会
で
の
通
用
性
を
教
え
た
り
、

限
ら
れ
た
修
学
年
数
で
多
く
を
教
え
る
必

要
が
あ
る
の
で
、様
々
な
課
題
を
ク
リ
ア
し

な
が
ら
取
組
ん
で
い
ま
す
。

A
W
　
2
0
0
6
年
以
前
は
国
立
大
学

だ
っ
た
た
め
、全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
政
府
の
承
認
が
必
要
で
し
た
。以

降
は
独
立
し
た
の
で
、政
府
の
承
認
は
不

要
と
な
り
、今
は
学
内
で
評
議
会
の
承
認

を
受
け
て
い
ま
す
。ダ
ブ
ル
デ
ィ
グ
リ
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
委
員
会
が

監
督
し
学
内
評
議
会
が
決
定
す
る
た

め
、外
部
の
承
認
は
不
要
で
す
。課
題

は
、必
要
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
設
定
す
る

も
の
の
、プ
ロ
グ
ラ
ム
終
了
ま
で
結
果
が

見
え
な
い
と
い
う
点
で
す
ね
。

渡
邊
　
私
は
若
い
頃
に
イ
ン
ド
で
１
年
ほ

ど
、ヒ
マ
ラ
ヤ
地
質
学
を
学
び
ま
し
た
。異

な
る
環
境
で
様
々
な
経
験
を
す
る
と
、視

野
が
大
き
く
広
が
り
ま
す
。で
す
の
で
、在

学
中
の
海
外
経
験
は
九
州
大
学
で
も
重
視

し
て
い
ま
す
。政
府
は
「
ト
ビ
タ
テ
」と
い

う
奨
学
金
制
度
を
2
0
1
4
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
し
、企
業
か
ら
の
支
援

も
あ
り
ま
す
。本
学
で
は
約
1
5
0
人
が

ト
ビ
タ
テ
奨
学
生
で
す
。N
U
S
で
は
在

学
中
の
留
学
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ま

す
か
？ 

A
W
　
海
外
留
学
は
学
生
に
と
っ
て
有
益

で
す
か
ら
、必
修
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
勧

め
て
い
ま
す
。九
州
大
学
と
の
交
換
留
学

制
度
で
は
、1
学
期
間
の
留
学
で
得
た
単

位
を
認
定
し
て
い
ま
す
し
、夏
季
短
期
留

学
も
あ
り
ま
す
。N
U
S
で
は
学
生
全

員
の
留
学
を
目
標
に
、低
所
得
層
の
学

生
の
た
め
の
予
算
も
し
っ
か
り
確
保
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
オ
ー
バ
ー
シ
ー
ズ
・カ
レ
ッ
ジ
と

い
う
起
業
家
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。こ

れ
は
最
長
1
年
間
、海
外
の
12
地
域
の
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
イ
ン
タ
ー
ン
を
経

験
し
、帰
国
後
に
起
業
す
る
こ
と
を
目
的
に

し
て
い
ま
す
。現
在
は
3
0
0
人
で
、目
標

は
6
0
0
人
で
す
。学
部
生
対
象
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
、工
学

や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
学

生
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
他
の
国
で
1
学
期

以
上
イ
ン
タ
ー
ン
を
経
験
し
ま
す
。

渡
邊
　
N
U
S
は
交
換
留
学
先
と
し
て
人

気
が
あ
り
、九
州
大
学
か
ら
は
6
年
間
で
27

名
が
留
学
し
て
い
ま
す
。N
U
S
の
学
生
に

も
九
大
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
し
、サ

マ
ー
ス
ク
ー
ル
の
S
I
J
（Sum

m
er in 

Japan

）に
も
今
年
は
5
名
の
学
生
が
来
て

い
ま
す
の
で
、嬉
し
い
で
す
ね
。大
学
と
し

て
は
双
方
向
で
の
交
流
が
理
想
で
す
か
ら
。

と
こ
ろ
で
、日
本
の
大
学
は
ど
う
し
た
ら

魅
力
的
な
留
学
先
に
な
れ
る
で
し
ょ
う

か
。

A
W  

日
本
は
す
で
に
留
学
先
と
し
て
人

気
が
あ
り
ま
す
よ
。日
本
の
大
学
の
魅
力

は
文
化
と
高
度
な
技
術
で
す
か
ら
、そ
れ

ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
誇
る
大
学
で
あ
れ

ば
、多
く
の
学
生
が
集
ま
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。

渡
邊
　
本
校
は
短
期
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
文
化

と
技
術
の
統
合
を
目
指
し
て
い
ま
す
。九

州
北
部
に
は
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
ス
等
の
技

魅
力
的
な
留
学
先
と
は

交
換
留
学
を
し
た

卒
業
生
は
︑

大
学
の
発
展
や

国
際
社
会
へ
の
貢
献
と
い
う

意
味
で
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
す
︒

︵
玉
田
副
理
事
︶

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る

高
等
教
育

意
義
の
あ
る
海
外
留
学

い
ま
す
。

A
W  

交
換
留
学
し
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

繋
が
り
を
キ
ー
プ
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。N
U
S
で
は
卒
業
後
20
年
は
学
び
直

し
の
た
め
の
コ
ー
ス
に
登
録
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

渡
邊
　
玉
田
先
生
は
N
U
S
で
の
ア
ン
ド

リ
ュ
ー
さ
ん
と
の
ご
縁
が
今
も
続
い
て
い

る
の
で
す
よ
ね
。

玉
田
　
N
U
S
の
国
際
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
に
お
会
い
し
、と
も
に

学
生
を
指
導
し
ま
し
た
。そ
の
学
生
が
博

士
課
程
で
日
本
に
留
学
し
、私
が
本
学
で

教
鞭
を
執
っ
て
か
ら
も
、N
U
S
と
九
大

と
で
若
い
教
授
陣
を
交
換
派
遣
し
て
い
ま

す
。

A
W  

玉
田
先
生
は
N
U
S
と
九
大
の
架

け
橋
で
す
ね
。

渡
邊
　
素
晴
ら
し
い
ご
縁
で
す
ね
。

　
で
は
、こ
れ
か
ら
留
学
す
る
学
生
に
向

け
て
一
言
お
願
い
で
き
ま
す
か
。

A
W  

私
自
身
も
18
歳
の
時
、イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
ま
し
た
。留
学
す
る
と
異
な
る
文

化
や
習
慣
の
中
で
自
立
す
る
こ
と
を
学
び

ま
す
。留
学
先
で
の
経
験
は
、全
て
将
来
の

キ
ャ
リ
ア
の
礎
に
な
る
と
思
う
の
で
、日

本
の
学
生
に
も
海
外
で
学
ん
で
ほ
し
い
で

す
ね
。

玉
田
　
海
の
外
に
出
て
初
め
て
世
界
の
広

さ
や
文
化
の
違
い
が
実
感
で
き
る
と
思
い

ま
す
。お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、海
外
留
学
は

成
長
の
た
め
の
最
良
の
方
法
だ
と
思
い
ま

す
。

渡
邊
　
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
さ
ん
、本
日
は
有

難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ど
う
ぞ
福
岡
で
有

意
義
な
時
間
を
お
過
ご
し
下
さ
い
。

大
学
と
し
て
は

双
方
向
で
の

交
流
が
理
想
で
す
︒

︵
渡
邊
副
理
事
︶

留
学
先
で
の
経
験
は

将
来
の
キ
ャ
リ
ア
の

礎
に
な
り
ま
す
︒

︵
ウ
ィ
ー
副
学
長
︶

A
W
　
当
時
は
専
門
性
が
高
く
、ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・シ
ン
キ
ン
グ
が
で
き
る
人
材
の
育

成
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、

最
近
で
は
、専
門
教
育
よ
り
コ
ア
ス
キ
ル
の

教
育
を
重
視
す
る
向
き
が
強
い
た
め
、教
養

課
程
が
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

玉
田
　
キ
ャ
ン
パ
ス
の
国
際
化
が
進
む
こ

と
で
生
じ
る
課
題
は
あ
り
ま
す
か
？

A
W
　
大
学
院
で
は
留
学
生
が
多
く
、同

じ
出
身
国
同
士
で
集
ま
っ
て
し
ま
う
た

め
、彼
ら
が
地
元
の
学
生
と
交
流
で
き
る

よ
う
に
、例
え
ば
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
さ
せ
た

り
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、交
流

を
深
め
ら
れ
る
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
に
も
登

録
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

渡
邊
　
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
は
本
学
で
も
あ

る
の
で
す
が
、残
念
な
が
ら
興
味
を
示
す

日
本
人
学
生
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

A
W
　
バ
デ
ィ
シ
ス
テ
ム
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

これからの大学に求められるもの

特集1

グローバルキャンパスの時代
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留
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へ
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改
組
後
の
芸
術
工
学
部
に
特
徴
的
な
教

育
の
一
つ
と
し
て
、
入
学
し
た
す
べ
て
の

学
生
が
、
あ
ら
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
を
支
え
る

造
形
活
動
の
基
本
を
学
ぶ
「
基
礎
造
形
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
授
業
で
は
、
バ
ウ
ハ

ウ
ス
に
源
流
を
持
つ
、
こ
れ
ま
で
の
芸
術

工
学
部
で
の
造
形
教
育
を
踏
ま
え
た
新
た

な
モ
ノ
づ
く
り
を
実
践
し
ま
す
。
学
生
が

コ
ー
ス
を
超
え
て
共
に
学
ぶ
履
修
形
態
で
、

木
工
、
金
工
と
い
っ
た
従
来
の
技
法
と
デ

ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
造

形
行
為
を
組
み
合
わ
せ
、
両
者
を
滑
ら
か

に
行
き
来
す
る
た
め
の
知
識
・
方
法
を
学

び
ま
す
。（
写
真
❶
❷
）

　
あ
ら
ゆ
る
デ
ザ
イ
ン
の
基
盤
と
な
る「
基

礎
造
形
」
を
学
ぶ
一
方
で
、
異
な
る
コ
ー

ス
の
学
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野

を
活
か
し
な
が
ら
協
働
す
る
実
践
的
な「
融

合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
構
想
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

を
先
取
り
し
て
、
現
在
、
芸
術

工
学
図
書
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
行
中
で
す
。

建
築
、
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
、
プ
ロ

ダ
ク
ト
な
ど
異
な
る
デ
ザ
イ
ン

分
野
の
学
生
た
ち
が
チ
ー
ム
で
、

調
査
か
ら
ア
イ
デ
ア
創
出
、
設

計
に
取
り
組
み
、
大
胆
な
融
合

施
設
の
提
案
を
発
表
し
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
図
書
館
を
ユ
ー

ザ
ー
で
あ
る
学
生
が
自
ら
デ
ザ

イ
ン
す
る
と
い
う
、
芸
術
工
学

部
ら
し
い
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
カ
タ
チ
で
す
。（
写
真
❸
❹
❺
）

　
改
組
後
は
、
学
科
が
コ
ー
ス
に
な
る
こ

と
で
、
現
在
の
専
門
分
野
に
お
け
る
実
験

的
な
試
み
が
他
分
野
と
融
合
し
て
さ
ら
な

る
展
開
を
見
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
現
在

進
行
中
の
超
臨
場
感
実
現
の
た
め
の
音
響

環
境
総
合
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

開
発
は
、
未
来
の
融
合
的
な
研
究
活
動
の

可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。
物
理
的
に
正

し
い
音
場
の
再
生
と
、
芸
術
的
な
音
の
良

さ
の
両
立
を
追
求
す
る
研
究
で
、
音
は
24

本
の
マ
イ
ク
で
収
録
し
、
聴
く
人
を
取
り

囲
む
24
台
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
再
生
し
ま

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
で
は
、
音
だ
け
で
な

く
メ
デ
ィ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
研
究
室
が
収
録

し
た
3
6
0
度
円
周
映
像
と
の
共
演
を
試

み
て
お
り
、
よ
り
実
践
的
な
シ
ス
テ
ム
へ

の
成
長
を
目
指
し
て
い
ま
す
。（
写
真
❻

❼
）

❶

❷❺

❼❾

❽

❻

❸

❹

芸術工学部の改組

2020年、芸術工学部は
新しいデザイン教育を
スタートします！

融合する デザイン〈新生〉芸術工学部の取り組み

特集2

現５学科から、１学科５コースへ

環境設計学科／工業設計学科／画像設計学科
音響設計学科／芸術情報設計学科

■現在の芸術工学部

普
遍
的
な
基
礎
造
形
か
ら

応
用
的
な
融
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で

サ
イ
エ
ン
ス
と
ア
ー
ト
、

音
響
と
映
像
の
融
合

学
内
を
飛
び
出
し
社
会
に
実
装

さ
れ
る
実
践
的
な
研
究
活
動

九州芸術工科大学が創立された１９６８年から半世紀余りを経た２０２０
年４月、芸術工学部は、１学部５学科から１学部１学科に。レガシーを継
承しつつ、新たな試みに挑戦する芸術工学部に期待してください。

❶❷手工作とデジタルファブリケー
ションとの組み合わせによる造形
❸❹❺専門を超えて協同でチャレン
ジする融合プロジェクト
❻360度円周映像と音場再生システ
ムとの共演で超臨場感の実現を目指
す試み
❼24チャンネルのスピーカーで構成
される音場再生システム 
❽❾貴賓館プロジェクションマッピン
グ＋建築模型によるシミュレーション
●●九州北部豪雨災害の復興支援
活動の一環で制作された「鵜」の起き
上がりこぼし
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2
0
1
9
年
、
天
神
中
央
公
園
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に
際
し
、
コ
ン
テ

ン
ツ
デ
ザ
イ
ン
ラ
ボ
が
中
心
と
な
り
、
公

園
内
の
国
指
定
重
要
文
化
財
「
旧
福
岡
県

公
会
堂
貴
賓
館
」
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
を
行
い
、
文
化
財
を
夜
空
に

浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
し
た
。
野
外
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
で
は
、
実
物

へ
の
投
影
実
験
が
本
番
前
の
１
〜
２
日
と

限
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
映
像
の
ス
ケ
ー
ル

感
や
視
覚
的
な
効
果
な
ど
を
確
認
す
る
た

め
、
環
境
設
計
学
科
が
協
力
し
、
設
計
図

等
を
基
に
忠
実
に
再
現
し
た
大
型
模
型
を

製
作
し
、
時
間
を
か
け
て
投
影
実
験
を
行

い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ

ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
制
作
で
き

ま
し
た
。（
写
真
❽
❾
）

　
デ
ザ
イ
ン
に
社
会
的
な
視
点
は
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
2
0
1
7
年
に
大
変
な
被
害
を

も
た
ら
し
た
九
州
北
部
豪
雨
災
害
の
復
興

支
援
活
動
の
一
環
と
し
て
、
民
間
企
業
と

協
同
で
、
朝
倉
の
杉
を
使
っ
た
「
鵜
」
の

起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
を
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
。

学
生
や
学
外
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
が
起
き
上
が
り
こ
ぼ
し
に
彩
色

し
て
展
示
販
売
会
を
開
催
し
、
被
災
地
に

支
援
金
を
送
る
活
動
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

2
0
1
8
年
度
の
福
岡
県
の
ふ
る
さ
と
納

税
を
し
た
方
へ
の
返
礼
品
に
も
採
用
さ
れ

た
ほ
か
、
朝
倉
市
で
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん

の
4
ヵ
月
検
診
時
に
、
出
生
届
（
控
）
と

と
も
に
配
布
す
る
取
り
組
み
も
ス
タ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。（
写
真
●
●
）

10
11
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2
0
1
9
年
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
し
た

芸
術
工
学
研
究
院
の
バ
イ
オ
・
フ
ー
ド
ラ

ボ
で
は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
次
世

代
の
デ
ザ
イ
ン
教
育
（
創
造
性
教
育
）
手

法
の
開
発
」
の
一
環
と
し
て
、
生
命
美
学
、

人
工
知
能
、
バ
イ
オ
ア
ー
ト
、
人
工
生
命
、

D
I
Y
バ
イ
オ
、
食
と
い
っ
た
知
性
と
生

命
を
と
り
ま
く
複
数
の
視
点
か
ら
、
学
内

外
の
様
々
な
研
究
者
と
共
に
研
究
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ラ
ボ
は
、
共
用
施
設
棟
（
旧
厚

生
棟
）に
あ
っ
た
食
堂
跡
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
学
生
食

堂
の
厨
房
を
ラ
ボ
に
転
用
し
た
イ
ン
テ
リ

ア
は
、
岩
元
真
明
研
究
室
に
よ
る
デ
ザ
イ

ン
で
、
芸
術
工
学
府
の
修
士
課
程
学
生
が

設
計
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
植
物
の
細
胞
壁
の
主
成
分
・
セ
ル
ロ
ー

ス
を
ナ
ノ
レ
ベ
ル
ま
で
微
細
に
解
き
ほ
ぐ

し
た
「
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
」。
強
度
は
鋼
鉄

の
5
倍
、
重
さ
は
鋼
鉄
の
5
分
の
1
。
天

然
繊
維
な
の
で
人
体
に
も
や
さ
し
く
、
近

年
、
大
手
企
業
や
研
究
機
関
が
競
っ
て
研

究
を
進
め
る
注
目
の
新
素
材
で
す
。

　
九
州
大
学
芸
術
工
学
研
究
院
で
は
、

農
学
研
究
院
の
近
藤
哲
男
教
授
が
開
発

し
た
竹
か
ら
つ
く
る
ナ
ノ
セ
ル
ロ
ー
ス
に

注
目
し
、
芸
術
工
学
研
究
院
が
得
意
と
す

る
「
ア
イ
デ
ア
創
造
」
で
活
用
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
イ
オ
･
フ
ー
ド
ラ
ボ
を
使
っ

て
、
九
州
大
学
大
学
院
農
学
研
究
院
の
研

究
者
と
、
同
近
藤
研
究
室
と
を
加
え
て
、

カ
イ
コ
の
吐
く
糸
を
使
っ
た
実
験
も
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
実
験
で
は
、
カ
イ
コ
が

つ
く
り
出
す
糸
や
膜
な
ど
の
産
物
や
、
カ

イ
コ
独
自
の
造
形
プ
ロ
セ
ス
を
利
用
し
た

デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
探
求
し
て
い
ま
す
。

2020年、芸術工学部は
新しいデザイン教育を
スタートします！

拡張するデザイン〈新生〉芸術工学  部の取り組み

芸術工学部の改組特集2

　
芸
術
工
学
部
が
誇
る
モ
ノ
づ
く
り
の
実

験
場
、
工
作
工
房
が
、
工
学
部
建
築
学
科

の
学
生
達
（
末
廣
香
織
准
教
授
、
お
よ
び

「
バ
イ
オ
・
フ
ー
ド
ラ
ボ
」

農
学
研
究
院 

× 

芸
術
工
学
研
究
院

新
生
芸
術
工
学
部
の

デ
ザ
イ
ン
の
発
信
基
地

植
物
な
ど
天
然
素
材
を

活
用
し
た
デ
ザ
イ
ン
の
可
能
性
を

農
学
研
究
院
と
共
同
研
究

工
学
部 

× 

芸
術
工
学
部
工
作
工
房

数
値
制
御
す
る

加
工
機
を
活
用
し
、

ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
を
制
作

黒
瀨
武
史
准
教
授
の
研
究
室
所
属
）
に
協

力
し
て
実
現
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
ス
ペ
ー
ス
で
使
用
さ
れ
る

様
々
な
ス
ト
リ
ー
ト
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
（
街

路
備
品
）
を
、
デ
ジ
タ
ル
木
工
加
工
機

（Shopbot

）
を
用
い
て
制
作
。
福
岡
市
の

水
上
公
園
・
天
神
中
央
公
園
で
設
置
実
験

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
片
付
け
や
移
動
な
ど

の
空
間
の
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
を
容
易
に
す
る

た
め
、
2.5
ミ
リ
の
ベ
ニ
ヤ
と
15
ミ
リ
の
高

密
度
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
接
着
し
た
軽
量

の
板
材
で
、
す
べ
て
の
フ
ァ
ニ
チ
ャ
ー
が

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
芸
術
工
学
部
の
工

作
工
房
に
導
入
し
た
C
N
C
（
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
数
値
制
御
）
加
工
機
の
活
用
に

よ
っ
て
、
少
人
数
・
短
期
間
・
高
精
度
の

プ
ロ
ダ
ク
ト
生
産
が
実
現
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
っ
て
、
設
計
、
加
工
、
検
証
、

修
正
と
い
っ
た
作
品
制
作
の
一
連
の
流
れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
学
生
の
制
作
活
動

や
研
究
活
動
の
い
っ
そ
う
の
活
性
化
と
高

度
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

コンピューターシミュレーションによって最適化された三角形
の部材によって構成される構造物。内部空間の採光や陰影
を意識したディテールの設計が行われた。

「日本空間デザイン賞」銅賞
（公共生活・コミュニケーション空間部門）受賞
設計：九州大学岩元真明研究室
設計者：岩元真明、大村美波、近藤まい子
監修：ICADA
施工：イクスワークス（担当：内山琢也）
照明デザイン：モデュレックス
（担当：佐藤政章、後藤ゆり）

撮影：八代写真事務所

撮影：八代写真事務所

ナノセルロースでつくる土の器の試作品平面吐糸実験中のカイコ
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渡
邉
　
一
番
の
特
徴
は
、
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
練
習
で
あ
っ
た
こ
と
や
感

想
を
書
き
、
選
手
も
振
り
返
り
を
書

く
「
練
習
ノ
ー
ト
」
が
あ
っ
て
、
部

内
で
回
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
交
換

日
記
の
よ
う
な
感
覚
で
す
ね
。

城
　
書
か
れ
た
感
想
を
練
習
メ

ニ
ュ
ー
に
も
反
映
し
ま
す
。
ノ
ー
ト

の
お
か
げ
で
後
輩
の
意
見
も
他
大
学

の
チ
ー
ム
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
、
考

え
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
感
想
を
1
ペ
ー
ジ
分
書
く
人

も
い
て
、
読
む
と
楽
し
く
な
り
ま
す

ね
。
こ
の
よ
う
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
も
縦
横
の
仲
の
良
さ
に
繋

が
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
藤
　
G
W
と
8
月
の
七
大
戦
前
に

O
B
戦
を
し
て
、
交
流
し
て
い
ま

す
。
O
B
対
現
役
生
で
戦
い
、
七
大

戦
前
は
そ
こ
で
仕
上
げ
を
し
ま
す
。

城
　
今
の
課
題
は
泳
力
で
す
。
ボ
ー

ル
を
投
げ
る
な
ど
の
球
技
的
な
面
は

他
の
チ
ー
ム
に
劣
ら
な
い
の
で
す

が
、
ゲ
ー
ム
終
盤
の
体
力
差
が
顕
著

に
表
れ
る
の
が
課
題
で
す
。
オ
フ

シ
ー
ズ
ン
を
利
用
し
て
強
化
し
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
邉
　
筋
ト
レ
や
ラ
ン
ニ
ン
グ
で
は
な

く
、
水
中
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
重
点
を
置

佐
藤
　
先
輩
方
の
雰
囲
気
が
い
い
と

思
っ
た
こ
と
で
す
。
大
学
で
興
味
を

持
ち
、
見
学
に
行
っ
て
雰
囲
気
が
好

き
だ
っ
た
の
で
入
部
を
決
め
ま
し
た
。

渡
邉
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
し
た
い
と

は
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ど
の
部
活

に
入
る
か
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
く
つ
か
見
学
す
る
中
で
、
と

て
も
明
る
い
雰
囲
気
が
印
象
的
だ
っ

た
水
球
部
に
決
め
ま
し
た
。

城
　
私
は
高
校
時
代
に
水
球
を
し
て

お
り
、
先
輩
方
に
声
を
か
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
大

学
で
も
水
球
が
し
た
か
っ
た
と
い
う

思
い
も
大
き
い
で
す
。

城
　
チ
ー
ム
と
し
て
は
全
国
進
出
、

つ
ま
り
七
大
戦
優
勝
と
イ
ン
カ
レ
※
出

場
で
す
。
私
自
身
、
未
知
で
あ
る
、

全
国
に
行
き
た
い
と
い
う
好
奇
心
が

日
々
の
練
習
に
繋
が
っ
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

佐
藤
　
私
は
「
も
っ
と
上
手
く
な
り

た
い
」
と
い
う
向
上
心
で
す
。
水
球

は
大
学
か
ら
始
め
た
の
で
す
が
、
中

途
半
端
で
は
な
く
、
納
得
の
で
き
る

結
果
を
残
し
、
引
退
で
き
る
よ
う
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡
邉
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
し
て
は
、

大
会
で
選
手
が
勝
利
す
る
瞬
間
の
感

動
を
も
う
一
度
見
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
っ
て
い

ま
す
。

部
活
動
を
始
め
た
き
っ
か
け
は

何
で
す
か
。

O
B
・
O
G
さ
ん
と
の
繋
が
り
は

あ
り
ま
す
か
。

活
動
を
し
て
い
く
上
で
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
何
で
す
か
。

今
後
の
目
標
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
の
課
題
や

そ
の
克
服
法
は
あ
り
ま
す
か
。

高
校
生
や
読
者
の
方
に
向
け
て

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

Focus

Data

「七大戦」
8月中旬に開かれる大会です。来年も優勝して３連覇を狙います。

学
生
ス
タ
ッ
フ
が
取
材
・
執
筆
を
担
当

す
る
企
画「
躍
動
」。

タ
イ
ト
ル
は
取
材
に
協
力
し
た
各
サ
ー

ク
ル
の
代
表
者
が
書
い
て
い
ま
す
。個

性
あ
ふ
れ
る
手
書
き
文
字
に
、サ
ー
ク

ル
活
動
へ
の
熱
意
を
感
じ
ま
す
。

この記事は広報室学生スタッフが制作しました。

財前 祐里香
（21世紀プログラム3年）
陣内 未来（教育学部2年）
坂元 渚（農学部3年）
小野 聖文（農学部3年）

（左から）

Facebookページ   https://www.facebook.com/KyushuUniv.Student/

「日本学生選手権水泳競技大会水球競技　九州地区予選」
7月にある大会で、インカレの予選会です。1位通過で9月の本戦出場を目指してい
ます。

「国公立大学選手権水球競技」
3月に全国の国公立大学が集まって戦う大会です。

九
大
水
球
部
な
ら
で
は
の

魅
力
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

い
て
や
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
泳
が

な
け
れ
ば
必
要
な
体
力
は
つ
か
な
い
の

で
た
く
さ
ん
泳
ぎ
ま
す
。

城
　
来
年
の
七
大
戦
は
圧
倒
的
な
点

差
を
つ
け
て
優
勝
し
た
い
で
す
。
今

年
も
優
勝
し
た
の
で
、
３
連
覇
し
て

本
当
の
王
者
に
な
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
イ
ン
カ
レ
に
も
出

場
す
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。

佐
藤
　
個
人
と
し
て
は
、
大
学
か
ら

始
め
た
の
で
試
合
に
出
て
「
勝
利
」

に
貢
献
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

◎
◎
◎
◎

：16名（男女比　2：1）
：伊都キャンパス総合体育館屋内プール、福岡高等学校屋外プール
：週4日（火金土日）

部 員 数
活動場所
活 動 日
問い合わせ先 e-mail：kyudai_waterpolo@yahoo.co.jp

Webサイト・HP：https://kyushu-wpc-2007.jimdo.com
Twitter：@KyushuWpc

城
　
部
員
の
半
分
以
上
が
初
心
者

で
、
大
学
か
ら
始
め
や
す
く
、
在
校

生
も
今
か
ら
で
も
入
部
し
や
す
い
部

活
だ
と
思
い
ま
す
。
少
し
で
も
興
味

が
あ
る
方
は
見
学
に
来
て
ほ
し
い
で

す
。

佐
藤
　
一
度
来
て
も
ら
え
れ
ば
水
球
部

の
一
番
の
魅
力
で
あ
る
「
雰
囲
気
の
良

さ
」
が
分
か
っ
て
も
ら
え
る
と
思
う
の

で
、
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
！

渡
邉
　
部
の
目
標
で
あ
る
七
大
戦
、

そ
し
て
全
国
区
で
の
優
勝
を
達
成
し

て
、
九
大
を
湧
か
せ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
！

「遠征」
GWと3月に遠征を行います。来年の3月は名古屋へ行きます。

水
深
２ｍ
で
闘
う

泳
い
で
繋
ぐ

繋
い
で
泳
ぐ

鍛
え
上
げ
た
泳
ぎ
と
技
術
で

敵
を
乗
り
越
え
、球
を
つ
な
ぐ
。

水
で
は
決
し
て
消
え
る
こ
と
の
無
い

闘
志
の
炎
を
携
え
、彼
ら
は
今
日
も
戦
い
続
け
る
。

今
回
の
躍
動
で
は

七
大
戦
で
2
連
覇
を
果
た
し
た
水
球
部
の
強
さ
に
迫
り
ま
す
！

Move On!

【取材協力】 

城 大瑛さん
(文学部3年)

佐藤 敦さん
(共創学部2年)

渡邉 七江さん
(共創学部2年)

キャプテン

マネージャー

主務

九
州
大
学 

水
球
部

※インターカレッジ（全国大学大会）
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University Information

小さな頃から、工学技術が人間の生活にどのように役
立っているのかということに興味があり、大学は機械工学
を専攻しました。卒業後、工学と技術をリードする国で学
びたいと考え、留学先の第一希望を日本にしました。申請
した日本政府の奨学金も受給することができ、晴れて研
究のため来日。九大のことを知ったのはインターネットで、
教授も設備もトップクラスだと思い入学を決意しました。

主に飛行機のエンジンに使われるチタン合金の疲
労特性を研究しています。私の専門分野は、亀裂の
伝播速度を低減する微小亀裂の閉口挙動の研究
です。私は現在、これまで研究されてきたところから
更に一歩踏み込み、材料内部で局所的に発生する
異なる亀裂の閉口挙動を研究しています。そのメカ
ニズムと特性を理解することは、安全性と経済性の
向上に繋がります。

九大の留学生仲間と、太宰府やお寺を観光したり
しています。佐賀のバルーンフェスタにも行きまし
た。観光が好きで、九州以外には、大阪、京都、東
京、北海道にも行きました。北海道ではスキーも体
験して、とても寒かったですが楽しかったです。ケ
ニアでは経験できません（笑）。泳ぐのも好きで夏は
糸島の海岸で、冬は大学のプールでよく泳いでい
ます。

九大を選んだ理由は？

九大で研究していることは？

九大で学ぶ魅力は？

休日の過ごし方は？

留学情報はこちら！→ h t t p : / / w w w. i s c . k y u s h u - u . a c . j p / i n t l w e b / s t u d y

今回はケニアから来たツベイ・ヴァラリさんに、
九大の魅力や日々の過ごし方についてインタビューしました。

Q Q

Q

さまざまな分野の研究者が参加していて、皆さんプ
レゼンテーションがとても上手でした。その中から優
秀発表賞に選んでいただいて大変光栄です。プレ
ゼンテーション用のスライド制作にあたっては、教授
に毎週見ていただき、いかにわかりやすく伝えるか
細部まで工夫しました。質疑応答にも上手く答えら
れたので評価が高かったのだと思います。

学術講演会で優秀発表賞を
受賞した感想は？

Q

Q

修士課程を修了したら、博士課程に進みたいと
思っています。その後は母国の大学で教えながら
研究を続けたいです。日本は文献上で勉強するだ
けでなく、革新的な実験を行いながら研究を進め
ます。ケニアの学生にも、そうした進んだ研究プロ
セスを経験してもらいたいですね。将来は教授に
なって、私の学んだ知識を若い世代に伝えたいと
思っています。

将来の夢や目標は？Q

世界のキャンパス留学生体
験記 九

大
か
ら
世
界
へ

  

世
界
か
ら
九
大
へ

九大生が現地からレポート。海外でどんなことを学び、
どんな暮らしをしているのか。素直な言葉で語っていただきました。

　イリノイ大学アーバナ・シャンペーン校は1868年に
創立されたアメリカの州立大学です。イリノイ大学シ
ステム（アーバナ・シャンペーン校、シカゴ校、スプリ
ングフィールド校）のうちの一つであり、UIUCの略称
で親しまれています。学部生・大学院生合わせて
47,000人以上が在籍するアメリカでも有数の規模を
誇る大学であり、世界110カ国から毎年12,000人以
上の留学生が訪れる多様性溢れるキャンパスとなっ
ています。高水準の教育を提供する事で知られ、工学
部においては全米第6位にランクインしています。24
人のノーベル賞受賞者や、YouTube、Paypal、
Mosaicなどの企業の創設者を輩出しており、私たち
の社会や生活にインパクトを与える研究成果を数多
く発表し続けています。なお、2019年8月から本学と
イリノイ大学アーバナシャンペーン校は、戦略的パー
トナーシップ校として戦略的取組を推進しています。

留学
生のごはん事情

イリノイ大学アーバナシャンペーン校

キャンパス内にある
7つの食堂はバリエー
ション豊富なブッフェ
スタイルです。日に
よってさまざまな国の
料理が並びます！

授業風景 サッカーチームのみんなと

ウ   

コ
ン

一
兎
だ
け
で
な
く
二
兎
や
三
兎
を

追
う
事
の
で
き
る
環
境
で
、

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
！

九州大学は自然に溢れていて、研究するにはとて
も恵まれた環境だと思います。また、研究室の仲間
がとても協力的なのが嬉しいです。自分が言いた
いことがうまく伝わらない時も一緒に考え、教えてく
れます。そして、一番の魅力は研究施設が充実し
ていて、最新の設備を利用できることです。

21世紀プログラム
3年

石原 慧理
（いしはら さとり）

留学国：アメリカ合衆国
留学先：イリノイ大学
アーバナシャンペーン校

工学部

留学生の仲間と
「博多どんたく」に参加しました！

優秀賞をいただき
光栄に思います！

休日には観光も楽しんでいます！
太宰府天満宮にも行きました。

土
日
は
近
辺
の
州
に
リ
ー
グ
戦

を
し
に
行
く
の
が
生
活
の
ル
ー

ティ
ー
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
！

　
課
題
や
サ
ッ
カ
ー
、イ
ベン
ト

な
ど
で
忙
し
い
毎
日
で
す
が
、

イ
リ
ノ
イ
大
学
に
は
一
兎
だ
け

で
な
く
二
兎
や
三
兎
を
全
力
で

追
う
事
の
で
き
る
環
境
が
整
っ

て
い
る
た
め
、と
っ
て
も
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
！

ケニアの大学で機械工学を学ぶ。2017年4月来日。本学の日本語
コースで、半年間日本語を学び、受験勉強を経て、2018年4月九州
大学大学院工学府に進学。2019年6月、熊本で開催された「2019
年度 日本金属学会九州支部 日本鉄鋼協会九州支部 軽金属学会
九州支部 合同学術講演会」で英語口頭発表 優秀賞を受賞。

Tubei Valary Jepkemboi
（ツベイ・ヴァラリ ジェプケンボイ）さん
工学府修士2年

出身国：ケニア共和国

　
さ
む
っ
！
今
日
の
気
温
は
…

マ
イ
ナ
ス
5
度
！？

　
10
月
下
旬
、早
く
も
気
温
が

氷
点
下
に
達
し
た
イ
リ
ノ
イ
大

学
は
緑
色
だ
っ
た
キ
ャ
ン
パ
ス
が

猛
ス
ピ
ー
ド
で
鬱
金
色
と
紅
葉

色
に
変
化
し
て
い
ま
す
。11
月

に
は
雪
が
降
る
日
も
あ
り
冬
の

訪
れ
を
感
じ
る
、ア
ー
バ
ナ
と

シ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
い
う
な
ん
と
も

お
洒
落
な
名
前
の
二
つ
の
市
に

ま
た
が
る
こ
の
大
学
で
、僕
は

人
間
工
学
や
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ン
に
つ
い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
パ
ス
は
広
く
、寮
か
ら
授

業
の
あ
る
工
学
部
エ
リ
ア
ま
で

は
歩
い
て
25
分
か
か
り
ま
す

が
、地
形
が
平
地
で
坂
が
な
い

た
め
移
動
は
し
や
す
い
で
す
。

イ
リ
ノ
イ
大
学
で
開
講
さ
れ
て

い
る
多
く
の
授
業
は
講
義
形
式

の『
レ
ク
チ
ャ
ー
』部
分
と
、デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
演
習
等
を
行

う『
ラ
ボ
』部
分
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、1
週
間
に
2
〜
3
回
集

ま
り
ま
す
。僕
が
取
っ
て
い
る

ど
の
授
業
に
つ
い
て
も
言
え
る

こ
と
な
の
で
す
が
、教
授
の
教

え
る
こ
と
に
対
す
る
パ
ッ
シ
ョ

ン
を
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。特

に
印
象
的
だ
っ
た
の
が
と
あ
る

講
義
の
初
回
で
先
生
が『
も
し

こ
の
授
業
が
つ
ま
ら
な
い
、分

か
ら
な
い
と
感
じ
た

ら
い
つ
で
も
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
を
し
て
ほ
し
い

し
、い
つ
で
も
質
問
し

て
ほ
し
い
。み
ん
な
が

そ
う
感
じ
て
し
ま
う

の
は
こ
ち
ら
の
責
任
だ
し
、良

い
授
業
が
で
き
て
い
な
い
っ
て

事
だ
か
ら
！
』と
言
っ
た
事
で

す
。こ
こ
ま
で
言
う
か
！
と

び
っ
く
り
し
た
の
と
同
時
に
、

安
心
感
も
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
イ
リ
ノ
イ
大
学
に
は

種
々
の
学
生
団
体
・
ク
ラ
ブ
・

サ
ー
ク
ル
が
1
8
0
0
以
上
も

あ
り
、僕
も
大
学
の
サ
ッ
カ
ー

チ
ー
ム
に
所
属
し
て
い
ま
す
！

平
日
は
授
業
と
課
題
と
練
習
、

My Favorite!
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大
学
職
員
と
と
も
に
、障
害
当

事
者
の
目
線
に
立
っ
て
バ
リ
ア

の
解
消
に
挑
む
三
位
一
体
の

チ
ー
ム
で
す
。研
究
会
は
、日
々

新
し
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
研
究
会
は
、障
害
に
対
す
る

相
互
理
解
の
環
境
づ
く
り
を
目

的
と
し
た
『
障
害
者
支
援
啓
発

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 
〜
九
大
バ
リ

ア
フ
リ
ー
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
〜
』を
開
始
し
ま
し
た
。こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、九
大
ト
イ

レ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、九
大
バ
ス

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、九
大
ウ
ォ
ー

ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
３
つ
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
成
り
、キ
ャ

展示イメージ

芸
術
工
学
研
究
院
　
准
教
授

鵜
飼 

哲
矢
　
う
か
い 

て
つ
や

キ
ャ
ンパ
ス
ラ
イ
フ・健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
　
特
任
助
教

羽
野 

暁
　
は
の 

さ
と
し

大学における障害者支援
は、単に福祉的側面の充実
にとどまらず、多様な思考の
交流によるイノベーションの可

能性を有しています。障害者と共に
学び、共に考え、共に生活することは、
新たな気づきや発想を与える機会とな
るでしょう。私たちは、障害の有無にか
かわらず、全ての学生と教職員が共に
大きなイノベーションを創造する、その
ような共生社会のモデルとなる未来型
キャンパスを目指しています。

羽野先生から一言

伊
都
キ
ャ
ン
パ
ス
の
壁
面
、バ
ス
停
、

ト
イ
レ
が
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
！

﹁
九
大
バ
リ
ア
フ
リ
ー
ア
ー
ト

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂ス
タ
ー
ト
へ

　
九
州
大
学
は
障
害
者
支
援
推

進
専
門
委
員
会
（
委
員
長
：
丸

野
理
事
・
副
学
長
）を
設
け
、障

害
が
あ
る
者
に
対
す
る
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、さ
ら
な
る

バ
リ
ア
フ
リ
ー
環
境
の
充
実
に

向
け
て
、平
成
30
年
度
よ
り
、同

ン
パ
ス
内
の
壁
面
、

バ
ス
停
、ト
イ
レ
の

空
間
に
地
域
の
障
害

者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

創
作
し
た
作
品
を
展

示
す
る
も
の
で
す
。

学
生
や
教
職
員
、来

学
者
な
ど
学
内
外
の

多
く
の
キ
ャ
ン
パ
ス

利
用
者
に
、身
近
に

障
害
者
ア
ー
ト
に
触

れ
る
機
会
を
提
供
す

る
こ
と
で
、障
害
者

の
才
能
を
知
り
、相

互
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、企
業

や
市
民
が
ス
ポ
ン
サ
ー
に
な

り
、地
域
の
障
害
者
を
応
援
す

る
産
・
学
・
地
域
連
携
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
す
。九
州
大
学
基
金
を

通
し
て
企
業
や
市
民
の
皆
さ
ま

か
ら
の
寄
附
を
受
け
、地
域
の

障
害
者
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
創
作

し
た
作
品
を
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

大
き
く
展
示
し
ま
す
。展
示
場

所
に
は
作
品
の
紹
介
と
啓
発
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨
を
添
え
、

作
品
の
鑑
賞
を
通
し
て
意
見
を

表
現
で
き
る
公
開
の
場
を
つ
く

り
ま
す
。

　
学
生
や
教
職
員
の
み
な
ら

ず
、多
様
な
来
学
者
が
訪
れ
る

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
は
ま
さ
に
社

会
の
縮
図
で
す
。本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
通
し
て
、障
害
者
の
作

品
に
触
れ
た
多
く
の
人
が
新
し

い
価
値
観
に
気
付
き
、共
感
し
、

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た
風

土
が
醸
成
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

企
業
や
市
民
が

応
援
ス
ポ
ン
サ
ー
に

障
害
者
の
才
能
に

気
付
き
、肌
で
感
じ
る

キ
ャ
ン
パ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

九州大学キャンパスバリアフリー
検討研究会事務局
TEL： ０９２－８０２－３４３６

問い合わせ先

記者会見レポート九大で月に1度開催している記者会見で
プレス発表した取組を紹介します

記者会見の様子（上：羽野特任助教  下：鵜飼准教授）

委
員
会
の
も
と
に
「
九
州
大
学

キ
ャ
ン
パ
ス
バ
リ
ア
フ
リ
ー
検

討
研
究
会
」（
以
下
、研
究
会
）を

発
足
し
ま
し
た
。医
学
、心
理

学
、工
学
、デ
ザ
イ
ン
の
専
門
家

が
領
域
を
跨
い
で
連
携
し
、学

内
体
制
や
環
境
づ
く
り
を
担
う

　2019年10月1日（火）、伊都キャンパスの椎
木講堂で、令和元年度秋季入学式･外国人
短期留学プログラム開講式を挙行し、学部

令和元年度
秋季学位記授与式を挙行
　2019年9月25日（水）、伊都キャンパスの
椎木講堂で、令和元年度秋季学位記授与
式を挙行し、学士課程61名、修士課程160
名、博士課程211名の計432名が新たに本
学の学位を授与されました。
　式は本年4月以降に学位取得の要件を
満たした卒業生・修了生が出席し、留学生
修了者の増加や大学の国際化を踏まえ、
使用言語は英語で行いました。
　久保総長は各課程の代表者に学位記
を授与した後、総長告辞で、はなむけの言
葉として３つのC（Challenge. Change. 
Creation.）を卒業生・修了生に贈るととも
に、九州大学で学んだことを活かして、夢
を掴み未来を切り開いてほしいと告辞を
結びました。
　また、卒業生・修了生を代表して、理学
府博士課程のARA　CHOさんが、「成功は
決定的ではなく、失敗は致命的ではない。
大切なのは続ける勇気だ」というウィンス
トン・チャーチルの言葉を引用しながら、

令和元年度秋季入学式・
外国人短期留学プログラム
開講式を挙行

新たな時代を
切り拓く！

九大生432名の
旅立ち

次世代の
国際社会の
リーダーとなる
399名が集結

挑戦を諦めない心を答辞として述べまし
た。
　厳格な雰囲気の中、卒業生・修了生の
新たな旅立ちを祝う印象的な式典となり
ました。

生（共創学部、学士課程国際コース）37名、
修士課程生141名、博士課程生161名、JTW
（外国人短期留学コース）およびJLCC（日
本語・日本文化研修コース）の60名の計399
名が、新入生として入学しました。
　10月入学者の約9割が外国人留学生であ
るため、式はすべて英語で執り行いました。
　まず始めに、久保総長より、「九州大学で
自身の専門を深めつつ、日本語や日本文化
など日本のことも知っていただきたい。ま
た、皆さんが九州大学で有意義な学生生活
を送り、各々の目的を達成されることを心か
ら願っています。」と歓迎の言葉を贈りまし
た。
　続いて、5名の来賓紹介があり、代表して
在福岡ベトナム社会主義共和国総領事館の
Vu Bihn総領事から祝辞をいただきました。
　また、最後に、新入生を代表して、工学部
のAli Kevin Manuelさん（インドネシア）、
数理学府のGraiff Sebastian（アルゼンチ
ン）、JTWのKernchen Gesineさん（ドイツ）
の3名から、歓迎への感謝の意や学生生活
の抱負を交えた挨拶が行われ、式は盛会の
うちに幕を閉じました。
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九大関連のさまざまな話題を紹介します

「九州大学キャッチコピー」決定！

　２０１９年６月１３日から８月１５日までの期間、本学はそのブランドイメージを広くアピールし、国際的な認知度を高めるために「九州大学
キャッチコピー」を募集しました。
　締め切りまでに応募があった７５２作品から、理事や教職員、学生を交えて複数回の学内審査を経て最優秀1作品および優秀2作品を選
定し、最終的に九州大学キャッチコピーを以下のとおり決定しました。

　また２０１９年１２月２日（月）には、本学伊都キャン
パスの椎木講堂において、選定された最優秀作品
と優秀作品の表彰式を挙行しました。
　表彰式では久保総長から各受賞者へ表彰状と
賞品目録の授与、記念撮影があり、その後久保総
長、山縣理事、清須美副理事との懇談の時間があ
りました。
　懇談では、各受賞者から作品のコンセプトや九
州大学への想いなどを語っていただいたり、総長
や理事、副理事からもにこやかに声をかけられるな
ど、終始和やかな雰囲気で執り行われました。

TOPICS

01

令和元年度九州大学安全の日講演会を開催

　2019年10月24日（木）に、令和元年度
九州大学安全の日講演会を開催しまし
た。
　本学では、2016年9月に屋久島におけ
る授業実施期間中に本学学生が亡くなっ
た事故を受け、10月1日を「九州大学安全
の日」と制定しており、安全の日の取組の
一環として同講演会は開催されました。
　当日は、伊都キャンパスのセンター2号
館講義室をメイン会場とし、病院、大橋、
筑紫の各キャンパス会場へ遠隔講義シス
テムを使ってライブ配信を行い、併せて約
180名が参加しました。

　講演会に先立ち、前記、屋久島での野
外授業中の事故、2017年10月に発生した
探検部合宿中の事故、およびこれまで課
外活動等で亡くなられた方々に黙祷を捧
げた後、久保総長から「過去の事故の記
憶を決して風化させることなく、教育研究
活動における安全の確保、再発防止策に
万全を期していく」旨の開会挨拶がありま
した。
　その後、第１部として、細川由梨専任講
師（早稲田大学スポーツ科学学術院）から
「スポーツ現場における緊急対応の考え
方　－Emergency Action Planの実践－」
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と題し、アスレティックトレーナーとしての
経験に基づく緊急時の対応に関する講演
がありました。第２部として、永田高志助教
（医学研究院）から「災害・事故時の救命救
急のあり方」と題し、国内外の災害・事故
現場での従事経験に基づいた講演および
心肺蘇生法等の実演があり、本学構成員
の安全意識の向上が図られました。
　本学においては、今回の講演会のよう
な安全管理や安全教育の専門家等による
啓発活動を毎年開催し、諸活動における
安全の確保、事故等の発生防止に繋がっ
ていくよう今後も取り組んでいきます。

講演会の様子 久保総長 細川専任講師 永田助教と実演の様子 弘胤智美さん 金子晃介准教授 廣瀬武志教授

九州大学若手女性研究者・女子大学院生優秀研究者賞
（九州大学女性優秀研究者賞（伊藤早苗賞））の表彰
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　本賞は九州大学で、優れた研究成果を
挙げた若手女性研究者および女子大学
院生を表彰することにより、その研究意
欲を高め、将来の学術研究を担う優秀な
女性研究者を育てること、そして、本学の
多様性をさらに向上させることを目指し、
創設されました。
　なお、男女共同参画推進室長在任中
に本賞の創設に尽力され、その後も基金
への支援など多大な貢献を頂きました、
元理事・副学長、元名誉教授の故伊藤早
苗氏の御功績に敬意を表し、本賞の呼称
を九州大学女性優秀研究者賞（伊藤早
苗賞）といたしました。
　今年度は、若手女性研究者部門13名、
女子大学院生部門17名の推薦があり、厳

久保総長と受賞者の記念撮影

【女子大学院生部門】
最優秀賞
松下 祐子（理学府博士後期課程3年）

九州大学SHAREオフィス
廣瀬 武志教授

正な審査の結果、それぞれの部門から最
優秀賞１名、優秀賞2名ずつの合計6名が
受賞しました。
　2019年10月19日（土）開催の「九州大
学アカデミックフェスティバル2019」で表
彰式が執り行われました。なお、本賞は、
「女性研究者活躍促進プロジェクト基金」
の寄附金により運営しております。

【若手女性研究者部門】
最優秀賞
三浦 静（生体防御医学研究所 特任助教）

優秀賞
岡本 舞子（法学府博士後期課程3年）、
石井 千晴（薬学府博士後期課程2年）

優秀賞
髙木 留美（人文科学研究院 助教）、
山内 由紀子（システム情報科学研究院 准教授）

最優秀作品： 

優秀作品： 

九州大学生物資源環境科学府
修士１年 弘胤 智美さん

九州大学
サイバーセキュリティセンター
金子 晃介准教授
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受賞のお知らせ

九大関連のさまざまな話題を紹介します

公開講座「ヴォーゲル先生とアジアの未来を語ろう」を開催

　2019年11月16日（土）、本学伊都キャン
パスの椎木講堂で地球社会統合科学府
および共創学部主催の公開講座「ヴォ―
ゲル先生とアジアの未来を語ろう」を開
催しました。
　公開講座は中野等地球社会統合科学
府長の挨拶で開会し、ハーバード大学名
誉教授のエズラ・F・ヴォーゲル氏による
「永遠の隣人：日中の歴史から考えるアジ
アの未来」のタイトルで基調講演が行わ
れました。引き続いて、ヴォ―ゲル氏、前
JICA理事長で現在は政策研究大学院大
学学長の田中明彦氏、テレビなどのメ

ディアで活躍される中国研究家の津上俊
哉氏にご参加いただき、「日中関係と今
後の世界情勢」のテーマでパネル・ディス
カッションが行われたのち、施光恒教授
（地球社会統合科学府）が閉会の挨拶を
述べ、盛況のうちに幕を閉じました。
　参加者は一般の方々のほか、学内の教
職員、学生など総勢200名にのぼりました。
　ヴォーゲル氏は講演のなかで、日中両
国は数々の問題を抱えながらも、隣国とし
て必ず共存の道を探していけると訴えら
れ、パネル・ディスカッション後に設けら
れた質疑応答の時間では多くの参加者

TOPICS
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文学部紀要『史淵』の電子化を完了し、90年分を全公開

　本学人文科学研究院紀要『史淵』の
バックナンバーを全点デジタル化し、九州
大学学術情報リポジトリ(QIR)で公開しま
した。
　『史淵』は、昭和4(1929)年に九州史学
会の学会誌として創刊され、現在は本学
大学院人文科学研究院により年1回刊行
されている紀要です。90年におよぶ長い
歴史をもち、主に歴史学、地理学、考古学
研究に関わる数多くの学内成果論文が
掲載されています。
　今回公開したコンテンツは昭和4
(1929)年の創刊号から平成11(1999)年
の第136号までの71年分で、掲載論文は
703点にのぼります。従来から公開してい
た第137号から最新号までを併せた全掲

載論文は867点におよびます。
　なお、記念すべき創刊号掲載論文は次
の通りです。
●長沼賢海「鐵砲の傳來に就いて」
●中山平次郎「九州に於ける銅鐸」
●玉泉大梁「室町時代に於ける貨幣の流
通状態」
●重松俊章「支那古代の物價調節策につ
いて」
　公開作業にあたっては、人文科学研究
院および本学「ワークスタディプログラ
ム」の支援を受けました。引き続き同院紀
要『哲學年報』、『文學研究』の公開に向け
て鋭意作業中です。
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から質問があり、日中関係への関心の高
さがうかがわれました。
　また、公開講座に先立ち、地球社会統
合科学府において学生主体の書評会も
開催されました。
　本書評会のため事前に学生が主体と
なってヴォ―ゲル氏の新著『日中関係史』
（邦訳：益尾知佐子）の読み合わせを行
い、討論の論点や質問を整理、16日（土）
午前中の書評会の場では本人を目の前
に直接批評を行いました。このような体験
は学生にとって批判的思考力を鍛える良
い機会となりました。

基調講演の様子（エズラ・F・ヴォ―ゲル氏） 学生主体で開催された書評会の様子パネル・ディスカッションの様子
左から田中明彦氏、エズラ・F・ヴォ―ゲル氏、津上俊哉氏

［『史淵』創刊号表紙］ ［『史淵』創刊号発刊の辞］

2019年ノーベル賞

総長コメント
　吉野彰九州大学グリーンテクノロジー研究教育センター訪問教授、旭化成名誉フェローが、2019
年のノーベル化学賞を受賞されたことを、九州大学関係者として大変光栄に思いますとともに、九
州大学を代表して吉野先生に心からお祝いを申し上げます。
　吉野先生は、「リチウムイオン二次電池」の開発と実用化という、社会を変革する技術革新を先
導されました。この待ち望まれた二次電池の高容量化や小型・軽量化の実現は、携帯電話やノート
ＰＣなどの携帯型電子機器の普及等を加速し、私達の生活様式を大きく変化させました。加えて、
エコカーやスマートグリッドなど省エネルギー・環境負荷低減技術への応用、更には深海、宇宙開
発への利用など、“人類に最大の利益をもたらす発明”と呼べるものではないでしょうか。
　また、このたびの吉野先生の受賞は、研究者の自由闊達な研究活動の大切さがあらためて示さ
れたものであり、我が国全体の研究者を勇気づけるものであるとともに、研究者のみならず、相次ぐ
自然災害からの復興に向けて尽力されている方々を含め、我が国の国民の皆様にとっても大きな励
みになったのではないかと思います。
　九州大学にとっても、今回の受賞は大変感慨深いものがあります。あらためて、我が国の研究活
動がますます発展することを願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 令和元年10月9日

九州大学総長　久保 千春

吉野  彰
九州大学グリーンテクノロジー研究教育センター
訪問教授  ※現 九州大学栄誉教授
旭化成株式会社
名誉フェロー
名城大学 大学院理工学研究科
教授
技術研究組合リチウムイオン電池材料評価研究センター
理事長

【化学賞】
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九大関連のさまざまな話題を紹介します

受賞のお知らせ

九州大学基金の趣旨にご賛同いただき、多大なご支援を賜り、誠にありがとうございます。
本号では、令和元年7月21日から令和元年10月17日までに寄附申し込みいただいた皆様のご芳名（五十
音順・敬称略）を掲載させていただきます。今後とも九州大学基金をよろしくお願い申し上げます。
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中
山 
正
敏
　
九
州
大
学
名
誉
教
授（
理
）

令
和
元
年 

秋
の
叙
勲

西
日
本
新
聞
社
が
西
日
本
地
域
の
文
化
の
発
展
と
向
上
に
貢
献

さ
れ
た
方
の
業
績
を
顕
彰
す
る
目
的
で
昭
和
15（
1
9
4
0
）

年
に
創
設
さ
れ
、今
年
で
78
回
を
迎
え
ま
す
。

第
78
回
西
日
本
文
化
賞

株
式
会
社K

yulux

〈
支
援
大
学
〉

安
達 

千
波
矢

最
先
端
有
機
光
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
研
究
セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

元
九
州
大
学
病
院
看
護
部
看
護
師
長

「
We
b
学
習
ガ
イ
ド「Cute.Guides

」に
よ
る
課
題
解
決
支
援
」

国
立
研
究
開
発
法
人 

新
エ
ネ
ル
ギ
ー・産
業
技
術
総
合
開
発
機

構（
N
E
D
O
）と
国
立
研
究
開
発
法
人
　

科
学
技
術
振
興
機
構

（
J
S
T
）が
2
0
1
4
年
度
に
開
始
し
た
制
度
で
、大
学
等
の

成
果
を
活
用
し
て
起
業
し
た
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
う
ち
、今
後
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
優
れ
た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
表
彰
す
る
と
と

も
に
、特
に
そ
の
成
長
に
寄
与
し
た
大
学
や
企
業
な
ど
を
表
彰

す
る
も
の
で
す
。2
社
の
成
長
を
支
援
し
た
大
学
と
し
て
本
学
の

教
員
2
名
も
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
表
彰
2
0
1
9

【
教
育
研
究
功
労
】

〈
瑞
宝
中
綬
章
〉

【
看
護
業
務
功
労
】

〈
瑞
宝
単
光
章
〉

三
池 

優
起
子

【
経
済
産
業
大
臣
賞
】

エ
デ
ィッ
ト
フ
ォ
ー
ス
株
式
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社

〈
支
援
大
学
〉

中
村 
崇
裕
　
農
学
研
究
院
　
准
教
授
　

【
科
学
技
術
振
興
機
構
理
事
長
賞
】

藤
木 

幸
夫
　
九
州
大
学
名
誉
教
授（
理
）

【
学
術
文
化
部
門
】

竹
村 

俊
彦
　
応
用
力
学
研
究
所
　
主
幹
教
授

【
奨
励
賞（
学
術
文
化
部
門
）】

国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構（
J
S
T
）が
推
進
す

る
女
性
研
究
者
の
活
躍
の
た
め
の
取
組
と
し
て
、今
年
度
か
ら
創

設
さ
れ
た
持
続
的
な
社
会
と
未
来
に
貢
献
す
る
優
れ
た
研
究
な

ど
を
行
っ
て
い
る
女
性
研
究
者
、お
よ
び
女
性
研
究
者
の
活
躍
を

推
進
し
て
い
る
機
関
を
表
彰
す
る
賞
で
す
。

本
学
が
2
0
0
9
年
に
他
大
学
に
先
駆
け
て
立
ち
上
げ
た「
女
性

枠
設
定
に
よ
る
教
員
採
用・養
成
シ
ス
テ
ム
」、2
0
1
7
年
の
配

偶
者
帯
同
雇
用
制
度
の
創
設
、女
性
枠
教
員
の
論
文
業
績
分
析
に

よ
る
女
性
研
究
者
の
研
究
力
に
関
す
る
無
意
識
の
バ
イ
ア
ス
の
是

正
、国
際
会
議
で
の
発
信
な
ど
が
評
価
さ
れ
受
賞
し
ま
し
た
。

第
１
回
輝
く
女
性
研
究
者
賞

（
ジ
ュ
ン 

ア
シ
ダ
賞
）

九
州
大
学

【
輝
く
女
性
研
究
者
活
躍
推
進
賞

 （
ジ
ュン 

ア
シ
ダ
賞
）】

九
州
大
学
附
属
図
書
館

図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
大
賞
は
、全
館
種
の
図
書
館
が
利
用
者
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
情
報
を
提
供
す
る「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
」の
優
れ
た
事
例
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

第
5
回
図
書
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
大
賞

【
図
書
館
振
興
財
団
賞
】
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●お問い合わせ 九州大学総務部同窓生・基金課
〒819-0395 福岡市西区元岡744
TEL：092-802-2150
E-mail：k-kikin@jimu.kyushu-u.ac.jp
Webサイト：https://kikin.kyushu-u.ac.jp/　

山川健次郎初代総長［肖像画］の教育理念等を説明する久保総長（中央） 山川健次郎初代総長胸像前で受賞者記念写真

令和元年度「山川賞授賞式」を挙行

山川賞

　令和元年11月6日（水）、本学伊都キャンパスの椎木講堂において、九州大学基金支援助成事業「山川賞」の令和元
年度受賞者に対する授賞式が挙行されました。平成24年度の創設から8年目、「令和」元号になって初めての山川賞
は、2年次生42名、3年次生32名、計74名の申請があり、審査の結果、2年次生7名、3年次生3名の計10名が受賞しまし
た。
　授賞式には、留学中の2名を除く2年次生6名、3年次生2名の計8名が出席し、本学からは久保総長、丸野理事・副学
長、井上理事・副学長、荒殿理事・副学長、安浦理事・副学長、石橋理事・副学長、内藤理事・事務局長、山縣理事が
出席しました。はじめに、久保総長から各受賞者に山川賞記念メダル盾の授与があり、その後、久保総長からの挨拶、
受賞者と総長、理事との懇談が行われました。懇談では、各受賞者が受賞の喜びや今後の抱負を語る姿に、総長、理
事からも自然と笑みがこぼれ、終始和やかな雰囲気の中、活発な意見交換が行われました。
　最後に、受賞者は山川健次郎初代総長胸像前にて記念撮影を行いました。

山川健次郎初代総長の名を冠した賞であり、九州大学教育憲章が指向する、人間性、社会性、国際性、専
門性に対して優れた志を持ち、学業成績が優秀な学部学生を選考し、次代を担う若者を育てることを目的
とした事業です。受賞者には学業を助成する奨学金として年間100万円が学部の最短修業年限まで給付さ
れます。受賞した学生は自らの独創的な研究や海外留学等を積極的に行い、将来、社会の様々な分野で指
導的な役割を果たし、広く世界で活躍することを目指し、日々活動に取り組んでいます。

九大会員の皆様へ ～特典のご案内～

九州大学基金・
九大会員に関する
お問い合わせはこちら

九州大学基金Webサイト

https://kikin.kyushu-u.ac.jp/

九州大学総務部同窓生・基金課
〒819-0395 福岡市西区元岡744　TEL:092-802-2150
E-mail：k-kikin@jimu.kyushu-u.ac.jp

テーブル代（ガス使用代・炭代）300円が無料
九大会員本人及びその同伴者
福吉漁港（糸島市二条福井）

加布里漁港（糸島市加布里）
船越漁港（糸島市志摩船越）
岐志漁港（糸島市志摩岐志）

会員特典

特典有効範囲

会員特典❶

利用可能店舗
（19店舗）

利用可能店舗
（1店舗）

特典有効範囲

かきめし（大）をサービス
九大会員本人

会員特典❷
特典有効範囲

九大会員特典の内容や料金は、予告なく変更になる場合がございますので予めご了承ください。
各特典については、ご利用条件などをご確認のうえご利用ください。このほかにも多くの特典をご用意していますので、

ぜひご入会いただきますようお願い申し上げます。

利用条件と
注意事項

検  索九州大学基金

検  索九大基金　糸島カキ

太宰府天満宮　Webサイト 
https://www.dazaifutenmangu.or.jp/

糸島漁業協同組合 JF糸島カキ養殖漁業部会
糸島カキ　牡蠣小屋（20店舗） Webサイト
https://kikin.kyushu-u.ac.jp/

● 宝物殿 拝観料：団体料金を適用
　 一般（おとな）300円［通常400円］
　 大学生･高校生100円［通常200円］
　 中学生･小学生50円［通常100円］
● 菅公歴史館 拝観料：団体料金を適用
　 一般（おとな）150円［通常200円］
　 大学生･高校生75円［通常150円］
　 中学生･小学生50円［通常100円］
九大会員本人及びその同伴者

※窓口で九大会員証を提示し、特典を利用する旨を申し出てください。
※同伴者の方で学生証等の提示が求められた時は、ご提示をお願いいたします。

利用条件と
注意事項
（共通）

※来店時に九大会員証を提示し、特典を利用する旨を申し出てください。
※利用時は、店舗のルール（持ち込みや予約等）および従業員からの注意事項等を
　お守りください
※飲酒運転撲滅宣言「飲酒運転は絶対しない、させない、許さない」そして「見逃さない」

〜
支
援
者
の
皆
様
〜
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山

　安
博

中
山

　義
崇

成
清

　勝
利

成
清

　耕
一

成
松

　将
俊

西
山

　和
宏

西
山

　晴
幸

根
本

　道
也

野
﨑

　修
一

野
田

　篤
史

野
間

　有
里

野
村

　崇
代

葉
石

　晃

箱
田

　篤
子

橋
詰

　隆
志

橋
本

　喜
一

長
谷

　浩

畑
田

　研
司

花
井

　泰
三

馬
場

　崇

浜
地

　和
夫

濱
地

　要

濱
中

　大
介

原
川

　篤

原
田

　哲
也

原
槙

　孝
志

春
田

　徹

半
田

　義
文

東

　慶
太

久
野

　孝
子

日
髙

　嘉
郎

平
井

　良
昌

平
石

　満

平
田

　慶
介

平
舘

　俊
太
郎

平
野

　千
恵
美

平
山

　賢
太
郎

福
田

　公
成

福
田

　知

福
田

　正
伸

譜
久
村

　清
江

福
元

　ゆ
み

藤
井

　德
夫

藤
澤

　貴
宏

藤
田

　善
行

藤
野

　泰
寛

藤
本

　真
理
人

藤
原

　京
子

古
川

　貞
二
郎

古
屋

　茂
樹

細
井

　浩
志

本
多

　典
子

正
木

　健
太
郎

松
浦

　傑

松
尾

　和
正

松
下

　武
史

松
谷

　聡

丸
木

　三
知

三
島

　博
美

三
嶋

　美
済

溝
川

　貴
邦

光
岡

　由
美
子

水
辺

　紘
治

南
野

　森

三
宅

　淳
一

宮
里

　大

宮
下

　直
人

武
藤

　康
弘

村
上

　香

村
田

　裕
治

守
口

　三
郎

森
山

　健
二

安
尾

　し
の
ぶ

柳
武

　佳
代
子

山
形

　悦
透

山
口

　真

山
口

　泰
久

山
田

　真
一
郎

 

個 

人
青
木

　智
佐

赤
尾

　矢
八
郎

足
立

　尚
美

阿
部

　亨

新
井

　悦
郎

大
和

　右
二

山
部

　鉄
朗

山
本

　裕
介

横
尾

　崇
裕

横
田

　修

横
田

　拓
也

横
山

　祐
三

吉
岡

　寛
昭

吉
住

　公
洋

吉
田

　眞
一

吉
田

　良
子

吉
野

　卿
子

吉
村

　敦

吉
村

　和
彦

與
田

　哲
也

笠

　正
光

ほ
か

　匿
名
希
望

1
2
3
名

（
計
3
7
2
名
）

：カキのますだ、伸栄丸/カキの佐々木、
   飛龍丸/カキの阿部、白山丸/梅本のカキ
：住吉丸
：豊漁丸、ケンちゃんカキ、千龍丸
：恵比須丸、冨士丸、徳栄丸、のぶりん、
   中宮丸、大栄丸、高栄丸、豊久丸、
   大黒丸、日進丸、旭星/活かきの岡﨑

船越漁港（糸島市志摩船越）：カキハウスもっくん

太宰府天満宮　宝物殿

太宰府天満宮　菅公歴史館

例年10月下旬から糸島に牡蠣小屋がオープン

ブランド牡蠣「糸島カキ」

自然豊かな海と山に恵まれた糸島
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2019年人間環境学府同窓会は設立より10年を迎えました。
今後も専門分野を超えた交流とつながりを目指し、皆様のご入会
をお待ちしています。

　九州大学同窓会連合会は、部局別同窓会と地域別同窓会の連合体組織として、同窓会の横断的な活動や組織作
りを支援し、同窓生相互の交流と親睦を深めるとともに、九州大学と同窓生の情報交換や連携協力を緊密にし、九州
大学の発展と学術の振興に貢献することを目的として活動しています。

同窓会の開催情報はこちらへ！ 九州大学同窓会連合会ウェブサイト
http://doso-rengo.jimu.kyushu-u.ac.jp/

検  索九州大学同窓会連合会

同窓会に行こう

人間環境
学府同窓会

〈連絡先〉  事務局
Email:jdou@arch.kyushu-u.ac.jp

大学院数理学府同窓会は平成6年の大学院数理学研究科の独
立に伴い平成9年に設立され、既に20年以上がたちます。現在は会
報と名簿の発行を定期的に行っています。

数理学府
同窓会

〈連絡先〉  庶務幹事　大津幸男
Tel: 092-802-4446
Email: otsu@math.kyushu-u.ac.jp

本会は主に、在学生や卒業生が参加するセミナー等への支援、最近のトピッ
クを分かりやすくまとめたニュースレターの発行、修了する大学院生の中で在
学中に顕著な業績をあげた者を対象に表彰を毎年行っております。
https://koyukai.kyushu-u.ac.jp/alumni/14

システム情報科学府
同窓会

〈連絡先〉  事務局　林
Tel: 092-802-2728  Fax: 092-802-2712
Email: Koo8100@jimu.kyushu-u.ac.jp

総合理工学研究科設立前夜から40余年の歴史を垣間
見ることができる同窓会名簿（総理工同窓会会員のみ購
入可）の最新版を2017年11月に発行しております。

総合理工学府
同窓会

〈連絡先〉  事務局　伊藤
Tel: 092-583-7021
Fax: 092-583-7060

会員同窓会からのお知らせ

クイズ企画“元号、ふしぎ発見！”

Summer Festa会場の様子

東京同窓会事務局長　楢崎光雄（昭和４６年・法学部卒）　〈連絡先〉E-mail:kyudaitokyo@gmail.com

　
令
和
最
初
の
大
懇
親
会
開
催
！

　
今
年︵
2
0
1
9
年
︶は
令
和
最

初
の
会
と
な
る
の
で
︑企
画
チ
ー
ム

の
皆
で
相
談
し
︑〝
令
和
は
出
会
い
︑

令
和
は
チ
ャ
ン
ス
！
〟を
テ
ー
マ
に

決
め
︑こ
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
会
全

体
を
構
成
し
て
い
き
ま
し
た
︒ま

た
︑今
年
は
東
京
同
窓
会
の
設
立

15
周
年
に
も
あ
た
る
た
め
︑こ
れ

も
意
識
し
て
︑冒
頭
に
流
す
ム
ー

ビ
ー
を
作
成
し
ま
し
た
︒会
半
ば

の
ク
イ
ズ
は〝
元
号
︑ふ
し
ぎ
発

見
！
〟と
称
し
︑我
々
の
地
元
福

岡
︑又
︑幅
広
い
参
加
者
の
年
齢
層

を
考
慮
し
︑昭
和
・
平
成
・
令
和
に

ち
な
む
問
題
を
披
露
し
ま
し
た
︒

自
画
自
賛
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
︑こ
の
企
画
が
大
好
評
で
︑又
︑

豪
華
賞
品
も
ご
提
供
頂
い
た
の
で

大
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま
し
た
︒

東
京
同
窓
会 Sum

m
er Festa

︵
2
0
1
9
年
8
月
31
日
︶会

の
後
半
は
音
楽
の
シ
ョ
ー
︒わ
ず

か
2
時
間
余
の
時
間
で
す
が
︑盛
沢

山
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
行
す
る
た
め
︑

そ
の
企
画
に
は
3
ヶ
月
半
︑16
回
の

会
合
を
重
ね
ま
し
た
︒

　
一
緒
に
こ
の
企
画
を
推
進
し
て

く
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
大
い
に
感
謝

し
た
い
と
思
い
ま
す
︒ま
た
︑例
年

の
こ
と
で
す
が
︑こ
の
東
京
同
窓
会

の
懇
親
会
〝Sum

m
er Festa

〟に

は
芸
術
工
学
部
出
身
の
方
々
の
ご

尽
力
が
大
き
く
︑会
場
の
横
断
幕
・

ム
ー
ビ
ー
・
ク
イ
ズ
︑ど
れ
を
と
っ
て

も
彼
等
の
協
力
な
し
に
は
︑も
は
や

成
り
立
ち
ま
せ
ん
︒来
年
も
ま
た

８
月
最
終
土
曜
日
に
開
催
予
定
で

す
が
︑オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
時
期
に
当
た
る
た
め
︑企

画
を
今
か
ら
思
案
し
て
い
る
状
況

で
す
︒
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文
学
部
同
窓
会
総
会
は
2
0
1
9

年
10
月
5
日︵
土
︶に
福
岡
市
美
術

館
に
て
︑56
名
の
参
加
者
を
得
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
︒総
会
は
倉
富
史
枝

会
長︵
昭
和
55
年
卒
︶と
佐
伯
弘
次

文
学
部
長
・
名
誉
会
長︵
昭
和
53
年

卒
︶の
挨
拶
で
始
ま
り
︑2
0
1
8

年
度
の
事
業
や
決
算
な
ど
の
報
告

と
2
0
1
9
年
度
の
事
業
計
画
な

ど
の
提
案
が
行
わ
れ
︑い
ず
れ
も
承

認
さ
れ
ま
し
た
︒文
学
部
同
窓
会
で

は
︑在
校
生
の
研
究
活
動
を
支
援
す

る
た
め
︑同
窓
会
奨
学
会
奨
励
金
の

制
度
を
設
け
て
お
り
︑今
年
度
は
優

秀
研
究
賞
が
7
名
に
︑優
秀
活
動
奨

励
賞
が
1
団
体
に
授
与
さ
れ
︑受
賞

者
か
ら
研
究
・
活
動
計
画
の
発
表
が

あ
り
ま
し
た
︒

　
今
年
度
の
講
演
会
は
︑折
田
悦
郎

令
和
元
年
度
文
学
部
同
窓
会
総
会

久保総長講演会

久保総長を中心に全員集合 新卒者挨拶

懇親会（プルヌスにて）

優秀研究賞の授与式

会
員
か
ら﹁
旧
六
本
松
キ
ャン
パ
ス
の

歴
史
﹂︑後
小
路
雅
弘
会
員
か
ら﹁
福

岡
市
美
術
館
が
生
ま
れ
た
頃
﹂と
い

う
題
目
で
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
︒興
味
深
い
内
容
と
多
く
の
懐
か

し
い
写
真
を
通
し
て
︑20
代
か
ら
80

代
の
参
加
者
が
︑六
本
松
と
大
濠
周

辺
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
再
確

認
す
る
機
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き

た
と
思
い
ま
す
︒そ
の
後
︑福
岡
市

美
術
館
の
忠
あ
ゆ
み
様
か
ら

﹁
ギ
ュ
ー
ス
タ
ー
ヴ
・モ
ロ
展
﹂に
つ
い

て
ご
解
説
を
い
た
だ
き
︑同
展
を
鑑

賞
い
た
し
ま
し
た
︒

　
懇
親
会
は
美
術
館
内
の
プ
ル
ヌ
ス

で
開
催
さ
れ
︑美
味
し
い
フ
ラ
ン
ス

料
理
を
頂
き
な
が
ら
︑楽
し
い
歓
談

の
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
︒

文学部同窓会副会長　遠城明雄(平成元年・文学研究科修了)

　
令
和
元
年
10
月
４
日︵
金
︶︑刈
谷

市
の
デ
ン
ソ
ー﹁
ディ
ー
ス
ク
エ
ア
﹂に

て
令
和
最
初
の
東
海
九
大
会
が
開

催
さ
れ
︑今
回
が
第
28
回
に
な
り
ま

し
た
︒

　
講
演
会
で
は
︑久
保
千
春
総
長
か

ら﹁
九
州
大
学
の
近
況
と
取
組
み
﹂

と
い
う
演
題
で
お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
︒ド
ロ
ー
ン
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て

撮
影
さ
れ
た
伊
都
キ
ャン
パ
ス
の
近

況
の
紹
介
や﹁
躍
進
百
大
﹂を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
世
界
の
ト
ッ
プ
１
０
０
の
大

学
に
躍
進
す
る
と
い
う
総
長
の
熱

い
想
い
を
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
︒

　
懇
親
会
は
髙
江
暁
副
会
長︵
昭

和
56
年
工
学
部
卒
︶の
挨
拶
に
続
い

て
中
川
淳
監
事︵
昭
和
51
年
法
学
部

卒
︶の
乾
杯
で
始
ま
り
ま
し
た
︒

　
総
合
司
会
は
毎
年
恒
例
の
広
重

敦
理
事︵
昭
和
60
年
工
学
部
卒
︶が

務
め
︑会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
楽

し
く
進
行
い
た
し
ま
し
た
︒新
卒
者

の
紹
介
お
よ
び
挨
拶
で
は
大
き
な

東
海
九
大
会

志
を
持
っ
た
新
卒
者
の
将
来
の
意
気

込
み
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
︒

　
引
き
続
い
て﹁
お
楽
し
み
抽
選

会
﹂が
あ
り
︑九
州
大
学
賞
や
ト
ヨ

タ
賞
︑デ
ン
ソ
ー
賞
︑サ
ン
ト
リ
ー
賞

な
ど
豪
華
景
品
が
全
員
に
当
た
り

ま
し
た
︒

　
最
後
に
九
州
大
学
学
生
歌﹁
松
原

に
﹂を
斉
唱
し
て
︑佐
原
良
雄
幹
事

︵
昭
和
56
年
法
学
部
卒
︶の
万
歳
三

唱
で
締
め
く
く
り
ま
し
た
︒

同窓会だよりKyudai Alumni Association

東海九大会幹事　藤原達彦（平成１９年・経済学部卒）
〈連絡先〉東海九大会事務局　時髙豊彦（昭和46年工学部卒）　E-mail：tokitaka@mb.ccnw.ne.jp

〈連絡先〉文学部同窓会事務局　TEL:092-807-4066　E-mail:bundo@lit.kyushu-u.ac.jp
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化
石
と
い
う
と
、
た
い
て
い
恐
竜
だ
と
か
ア

ン
モ
ナ
イ
ト
な
ど
が
固
い
石
に
な
っ
た
も
の
を

連
想
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。
化
石
と
は
、
太
古

の
生
物
の
遺
骸
や
痕
跡
が
砂
や
泥
な
ど
の
中
に

埋
も
れ
、
地
層
の
中
に
残
さ
れ
た
も
の
を
い
い

ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
ど
の
ぐ
ら
い
古
い
と
化
石

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
古
生

物
学
的
に
も
何
年
前
と
い
う
よ
う
な
厳
密
な
定

義
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
的
に
は
だ
い
た
い
1

万
年
よ
り
古
い
も
の
が
化
石
と
呼
ば
れ
、
そ
れ

よ
り
新
し
い
も
の
は
半
化
石
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　
さ
て
、
写
真
は
、
九
州
大
学
総
合
研
究
博
物

館
の
地
史
古
生
物
分
野
で
保
管
し
て
い
る
貝
の

標
本
で
す
。
1
9
7
0
年
代
に
福
岡
市
中
央
区

天
神
地
下
街
の
工
事
で
地
下
を
掘
っ
た
際
「
博

多
湾
シ
ル
ト
層
」
と
い
う
地
層
か
ら
採
集
さ
れ

ま
し
た
。
博
多
湾
シ
ル
ト
層
は
海
底
で
自
然
に

堆
積
し
た
地
層
で
す
。
地
質
学
の
年
代
区
分
で

は
、
完
新
世
と
呼
ば
れ
る
一
番
新
し
い
時
代
の

も
の
で
す
。
こ
れ
ら
の
標
本
は
、
大
規
模
な
工

事
な
ど
で
か
な
り
深
く
地
下
を
掘
っ
た
と
き
に

し
か
得
ら
れ
な
い
、
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
貝
は
、
い
つ
ご
ろ
生
き
て
い
た
の

で
し
ょ
う
か
。
詳
し
い
年
代
は
き
ち
ん
と
分
析

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
お
よ
そ

7
0
0
0
年
〜
3
0
0
0
年
前
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
古
生
物
学
的
に
は
半
化
石
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
こ
の
時
代
は
人
間
の
歴
史
で
い
う

と
、
ち
ょ
う
ど
縄
文
時
代
に
あ
た
り
ま
す
。
縄

文
時
代
の
自
然
の
貝
と
言
っ
た
方
が
馴
染
み
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
ら
の
貝
は
現
在
も
生
き
て
い
る
種
類

で
、
穏
や
か
な
内
湾
の
海
底
に
生
息
し
て
い
ま

す
。
天
神
の
地
下
深
く
か
ら
発
見
さ
れ
た
こ
と

は
、
縄
文
時
代
そ
の
場
所
が
海
の
底
だ
っ
た
こ

と
を
示
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
博
多
湾

は
志
賀
島
を
先
端
に
海
の
中
道
の
砂
州
に
よ
っ

て
玄
界
灘
の
荒
波
か
ら
防
が
れ
た
内
湾
で
す

が
、
縄
文
時
代
も
同
じ
よ
う
に
穏
や
か
だ
っ
た

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
お
よ
そ
7
0
0
0
年
前
の
縄
文
時
代

は
、
今
よ
り
海
面
が
2
〜
3
ｍ
も
高

く
、
日
本
各
地
で
海
水
が
陸
地
の
奥
ま

で
侵
入
し
複
雑
な
入
り
江
を
も
っ
た
海

岸
線
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
「
縄
文

海
進
」
と
い
い
ま
す
。
天
神
で
も
縄
文

時
代
の
海
岸
線
は
も
っ
と
陸
側
に
入
り

込
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
海
面
は

現
在
の
高
さ
ま
で
低
下
し
て
い
き
、
入

り
江
は
陸
か
ら
の
土
砂
で
埋
め
ら
れ
、

時
代
を
経
て
陸
地
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
そ
の
た
め
、
天
神
の
地
下
を
深
く

掘
る
と
、
海
だ
っ
た
と
き
の
堆
積
物
が

現
れ
ま
す
。
言
い
か
え
る
と
、
地
下
を

深
く
掘
っ
た
と
き
に
し
か
、
縄
文
時

代
の
堆
積
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
な

い
の
で
す
。

　
写
真
の
よ
う
な
貝
は
、
私
た
ち
が

今
も
浜
辺
で
見
る
貝
と
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。
貝
塚
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
貝
は
文

化
財
に
な
り
ま
す
が
、
自
然
貝
層
の
貝
は
打
ち

捨
て
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
貝

は
、
縄
文
時
代
の
自
然
環
境
を
知
る
大
き
な
手

が
か
り
と
な
り
ま
す
。
人
間
活
動
に
よ
る
貝
塚

か
ら
の
貝
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
海
域

環
境
と
漁
労
生
活
と
の
か
か
わ
り
を
知
る
こ
と

の
で
き
る
非
常
に
重
要
な
資
料
な
の
で
す
。
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　ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
復
興
の
た
め
に
尽
力
し
て
こ
ら
れ
た
中
村

哲
先
生
が
こ
の
度
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
学
と
し
て
も

大
き
な
誇
り
で
あ
る
柱
を
失
っ
て
し
ま
い
、
痛
恨
の
極
み
で
あ
り

ま
す
。
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　中
村
哲
先
生
は
一
九
七
三
年
三
月
に
本
学
医
学
部
を
ご
卒
業
さ

れ
、
一
九
八
四
年
に
ペ
シ
ャ
ワ
ー
ル
会
現
地
代
表
と
な
ら
れ
て
以

来
、
パ
キ
ス
タ
ン
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
て
医
療
活
動
に
従
事
し

て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
傍
ら
、
二
〇
〇
〇
年
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
が
大
干
ば
つ
に
見
舞
わ
れ
た
際
、
用
水
路
が
必
要
な
こ
と
を
痛

感
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
は
農
村
復
興
の
た
め
の
水
利
事
業
を

続
け
て
こ
ら
れ
、
砂
漠
に
緑
が
蘇
り
ま
し
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り

も
人
の
和
を
大
切
に
さ
れ
、
現
地
の
人
々
と
の
強
い
信
頼
の
も
と

復
興
事
業
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　本
学
に
お
い
て
は
二
〇
一
四
年
の
特
別
主
幹
教
授
就
任
以
来
、

毎
年
本
学
学
生
・
教
職
員
そ
し
て
市
民
の
皆
様
に
対
し
こ
れ
ま
で

の
取
組
や
貴
重
な
経
験
を
穏
や
か
に
そ
し
て
力
強
く
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。「
飢
え
と
渇
き
は
薬
で
は
治
せ
な
い
」と
も
語
ら
れ
、

そ
の
成
し
遂
げ
た
事
業
の
壮
大
さ
に
強
い
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

　こ
れ
ま
で
の
経
験
を
通
し
て
感
じ
た
思
い
を
、
率
直
に
、
穏
や

か
に
、
丁
寧
に
語
ら
れ
る
姿
に
、
先
生
の
温
か
で
誠
実
な
人
柄
や

実
行
力
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　先
生
の
考
え
方
や
行
動
は
、
私
だ
け
で
な
く
多
く
の
人
々
の
指

針
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
の
な
さ
れ
た
こ
と
や
信
念
は
強
く
私

た
ち
の
心
に
残
り
、
そ
の
ご
遺
志
は
多
く
の
人
々
に
引
き
継
が
れ

て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
大
学
と
し
て
、
先
生
の
ご
遺
志
を
若

い
世
代
に
も
し
っ
か
り
と
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
。

　中
村
哲
先
生
の
ご
逝
去
を
悼
み
心
よ
り
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

九
州
大
学
総
長

　久
保 

千
春
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